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ご
あ
い
さ
つ

本
日
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
」で
す
。
本
年
４
月
に
東
京
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
の
で
、
今
回
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
大
阪
で
の
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
欧
米
で
は
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
自
前
主
義
が
特
徴
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
く
が
生
ま
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

近
年
、
経
済
が
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
４
・
０
の
よ
う
に
、
製
造
技
術
と
Ｉ
Ｔ
が
結
び
つ
く
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
変
化
は
激
し
く

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
て
企
業
が
競
争
力
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
、
戦
略
的
に
外
部
の
技
術

あ
る
い
は
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
を
握
り
ま
す
。
経
団
連
ビ
ジ
ョ
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ン
で
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
未
来
を
切
り
開
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
研
究
所
で
は
、
東
京
大
学
大
学
院
の
元
橋
一
之
教
授
を
研
究
主
幹
と
し
て
、
日
本
の
経
済
シ
ス
テ

ム
を
前
提
と
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

本
日
は
ま
ず
元
橋
教
授
か
ら
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
元
橋
教
授

を
モ
デ
レ
ー
タ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論

を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
大
阪
大
学
の
中
野
節
教
授
、
大
阪
ガ
ス
の
松
本
毅

室
長
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
河
原
克
己
室
長
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
副
主
幹
で
富
士
通
総
研
経
済
研

究
所
の
西
尾
好
司
主
任
研
究
員
で
す
。

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
皆
さ
ま
方
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
の
一
助
と
な
る

と
と
も
に
、
日
本
の
産
業
競
争
力
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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技術進歩・
複雑化 

不確実性の
増大 

対応すべき技術的課題の拡大
技術的課題

集中国際競争
激化 集中 開発

コスト増 

統合サービス事業
事
業
分
野
Ａ

事
業
分
野
Ｃ

事
業
分
野
Ｂ

事業再編・
新事業 

消費者ニーズの多様化・
新たな市場(新興国）

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
る
現
状

日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
合
っ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
い
ま
日
本
の
大
企
業
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
で
、
な
ぜ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
な
の
か
を
ま
と
め
た
の
が
図
表
１
で
す
。
事
業

分
野
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
い
う
形
で
各
種
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
と
考
え
る
と
、
技
術
進
歩
は
非
常
に
速
く
、
技
術

が
複
雑
化
す
る
こ
と
か
ら
、
開
発
な
ら
来
年
の
商
品
、

研
究
で
あ
れ
ば
３
年
先
と
か
５
年
先
の
実
用
化
を
目
指

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
対
応
す
べ
き
技
術
的
課

題
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

「
不
確
実
性
の
増
大
」
と
あ
り
ま
す
が
、
将
来
が
見
え

な
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
例
え
ば
３
年
先
に
や
ら
な
い

図表 1  日本の大企業が置かれている状況
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と
い
け
な
い
こ
と
、
い
ま
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
は
増
え
ま
す
。
一
方
で
、
事
業
部
門
で
は
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
あ
る
い
は
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

米
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
成
熟
化
し
て
、
新
興
国
へ
グ
ロ

ー
バ
ル
に
拡
大
し
ま
す
。
先
進
国
と
は
違
っ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
広
が
り
、
国
際
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
新

興
国
は
市
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
競
争
相
手

も
送
り
込
ん
で
き
ま
す
。
韓
国
の
企
業
、
中
国
の
企
業

が
非
常
に
力
を
つ
け
て
く
る
わ
け
で
す
。

「
開
発
コ
ス
ト
の
増
大
」
は
、
裏
返
せ
ば
製
品
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
る
こ
と
で
す
。
研
究
開
発
も
、
償

却
年
数
が
短
く
な
り
コ
ス
ト
が
増
え
る
。
こ
う
い
う
こ

と
か
ら
、
事
業
部
門
は
集
中
し
な
い
と
国
際
競
争
に
つ

い
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
技
術
的
な
課
題

元橋研究主幹

9 研究報告



（注）『日はまた高く　産業競争力の再生』（日本経済新聞出版社）

が
広
が
る
一
方
で
、
事
業
部
門
は
集
中
し
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
が
典
型
的
な
日
本
の
大
企
業
の
状

況
で
、
こ
う
い
う
と
き
に
自
前
で
技
術
を
全
部
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
必
要
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

工
業
経
済
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
へ

も
う
少
し
長
期
的
に
見
た
も
の
が
図
表
２
で
す
。
私
が
去
年
、
出
版
し
た
本

（
注
）
で
も
書
い
た
も
の
で
す
。

日
本
は
製
造
業
、
モ
ノ
づ
く
り
が
非
常
に
強
い
と
さ
れ
、
そ
こ
が
80
年
代
、
90
年
代
に
は
「
日
本
の
国

際
競
争
力
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の
強
さ
は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
的
な
競
争
環
境
、
市
場
環
境

な
ど
、
戦
う
土
俵
が
変
わ
り
、
モ
ノ
中
心
で
は
な
い
違
う
や
り
方
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
大
き
な
流

れ
が
あ
る
。
そ
れ
を
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
と
呼
び
ま
し
た
。

工
業
経
済
の
時
代
に
は
、
技
術
的
な
も
の
を
ノ
ウ
ハ
ウ
で
囲
い
込
み
、
そ
れ
を
強
み
に
製
品
で
勝
負

し
て
い
ま
し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
と
呼
ん
だ
の
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と
か
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
革
命
、
あ
る
い

は
ナ
ノ
テ
ク
な
ど
、
２
０
０
０
年
以
降
、
非
常
に
花
開
い
た
も
の
で
す
。「
技
術
で
は
な
く
て
科
学
」と

い
う
こ
と
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な
く
原
理
で
と
ら
え
る
か
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
で
す
。
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モノづくり 

自前主義（自主開発）

工業経済時代

プロダクト＋プロセス

技術プッシュ or 市場プル

（サイエンスに裏づけられた）
コトづくり 

オープンイノベーション 
サイエンスイノベーション：産学連携 

ビジネスイノベーション：
顧客（企業）との協業

サイエンス経済時代
プラットフォーム型

イノベーション
技術プラットフォーム設計

ビジネスモデル設計（サービスデザイン）

事例　�●コマツのコムトラックス（ビッグデータの活用） 
●アパレル分野におけるユニクロと東レの協業 

顧客にとっての「価値（意味）」を
科学的に分析（データサイエンス）

＋
先進技術（サイエンス）による差別化 

例
え
ば
素
材
で
い
う
と
、
非
常
に

強
く
て
薄
く
て
軽
量
な
素
材
が
あ
っ

た
と
す
る
。
こ
れ
が
何
ら
か
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
よ
り
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
あ
る

い
は
材
料
で
で
き
た
。
こ
こ
で
、「
な

ぜ
こ
の
材
料
を
入
れ
る
と
、
鋼
板
が

強
く
て
薄
く
て
軽
く
な
る
か
」
と
い

う
こ
と
を
原
理
的
に
と
ら
え
る
の
が

ナ
ノ
テ
ク
で
す
。
電
子
顕
微
鏡
で
表

面
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

あ
る
い
は
Ｉ
Ｔ
の
話
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
よ

く
い
わ
れ
ま
す
。
自
然
科
学
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
消
費

図表 2  サイエンス経済の到来と
イノベーションモデルの変化 
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者
の
行
動
原
理
、
あ
る
い
は
研
究
所
で
研
究
員
が
ど
う
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
す
る
と
い
い
開
発
や
研
究

成
果
が
生
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
科
学
的
知
識
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
商
売
を
組
み
立
て
る
か

が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
背
景
に
、
Ｉ
Ｔ
や
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ナ
ノ
の
革
命
が
あ
り
ま
す
。

工
業
経
済
時
代
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
＋
プ
ロ
セ
ス
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
商
品
開

発
し
、
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
れ
を
品
質
よ
く
安
価
で
安
定
的
に
供
給
し
ま
し
た
。
サ
イ
エ

ン
ス
経
済
時
代
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
イ
エ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
に
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
や
り
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
裏

づ
け
ら
れ
た
コ
ト
づ
く
り
に
変
わ
っ
た
。
コ
ト
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
＋
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
つ
の
企
業
で
で
き
る
話
で

し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
経
済
時
代
で
は
、
そ
も
そ
も
科
学
的
な
知
見
は
ど
こ
で
生
ま
れ
て
い
る
か
。
大
学

や
公
的
研
究
機
関
で
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
科
学
的
知
見
を
い
か
に
取
り
入
れ
る

12



か
が
非
常
に
大
事
に
な
り
、
そ
れ
は
産
学
連
携
に
な
る
わ
け
で
す
。
一
企
業
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も

組
み
立
て
ら
れ
な
い
の
で
、
い
か
に
顧
客
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
あ
る
い
は
関
係
な
い
企
業
と
垂
直
連
携

を
す
る
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
両
方
と
も
１
社
で
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
今
後
ど
ん
ど
ん
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
流
れ
の

中
で
い
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
表
２（
11
ペ
ー
ジ
）の
事
例
に
あ
る
、
例
え
ば
コ
マ
ツ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
研
究
を
そ
の
ま
ま
売
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
付
加
価
値
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と
で
商
品
の
差
別
化
を
す
る
モ
デ
ル
で
す
。
ユ
ニ
ク
ロ
と
東
レ
の
協
業
は
、

東
レ
は
サ
イ
エ
ン
ス
ベ
ー
ス
を
支
え
、
ユ
ニ
ク
ロ
は
顧
客
と
の
接
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
。
そ
れ
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
機
能
性
の
下
着
、
例
え
ば
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
が
生
ま
れ
て
い
る
モ
デ
ル

で
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
９
９
０
年
代
の
終
わ
り
に
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
の
ヘ
ン
リ
ー
・

チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
先
生
が
『
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
本
を
書
い
て
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら

13 研究報告



翻
訳
さ
れ
、
日
本
の
一
般
の
方
に
知
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
米
国
が
非
常
に
先
行
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
日
本
が
後
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
違
う
や
り
方
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
米
で
異
な
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

米
国
と
日
本
で
経
済
的
な
シ
ス
テ
ム
が
違
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
伸
ば
す
こ
と
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
議
論
し
ま
し
た
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、
業

種
で
も
違
う
の
で
す
が
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、
米
国
型
と
日
本
型
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
表
３
参
照
）。

米
国
と
い
っ
て
も
広
く
、
西
海
岸
と
東
海
岸
で
だ
い
ぶ
や
り
方
が
違
う
の
で
す
が
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
モ
デ
ル
で
す
。
大
学
、
大
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
人
が
行

き
来
し
な
が
ら
、
組
織
の
形
態
も
非
常
に
変
わ
る
。
例
え
ば
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
企
業
が
大
学
か
ら
生
ま
れ

る
と
か
、
企
業
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
す
る
と
か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
の
よ
う

な
会
社
に
買
わ
れ
る
と
か
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
組
織
の
形
態
な
り
、
人
が
動
く
仕
組
み
で
す
。

日
本
型
は
関
係
依
存
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
お
り
、
完
全
に
オ
ー
プ
ン
で
は
な
い
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
形
で

14



技術力のある
中堅企業

大企業 大企業

ベンチャー企業

（日本型）
関係依存モデル

（米国型）
スピンアウトモデル

大学
研究所

人材輩出
技術指導

大学
研究所

人材輩出
技術指導

共同研究
人材交流

M&A
技術取引

スピン
アウト

スピン
アウト

イノベーションの
協業

中
堅
企
業
と
協
業
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
。
日
本
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
な
か
な
か
出

な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
こ
を
補
完
し
て
い
る

の
が
中
堅
企
業
で
す
。
部
品
や
材
料
な
ど
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
、
非
常
に
力
の

あ
る
中
小
中
堅
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

大
学
は
、
こ
こ
十
数
年
、
大
学
の
法
人
化
や
改
革

が
行
わ
れ
、
国
公
立
大
学
を
中
心
に
変
わ
っ
て
き
て

は
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
人
材
提
供
と
か
、

技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
日
本
の
仕
組

み
で
は
、
大
学
は
大
学
、
中
小
企
業
は
中
小
企
業
、

大
企
業
は
大
企
業
で
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
張
り
付
き

図表 3  日本のイノベーションシステムの特徴
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な
が
ら
協
業
す
る
。
人
の
出
入
り
と
か
組
織
が
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
ク
ロ
ー
ズ
な
関
係
を
保
ち
な
が

ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
い
く
。
若
干
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
、

そ
れ
が
日
本
の
特
徴
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分
類

わ
れ
わ
れ
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
は
、
非
常
に
広
い
概
念
で
す
。
そ
う
す
る
と
異
質

性
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
っ
と
入
っ
て
き
て
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
図
表
４
の
形

に
分
類
し
ま
し
た
。
横
軸
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
い
う
形
で
や
る
か
。
１
対
１
で
や
る

の
か（
企
業
・
企
業
で
あ
れ
ば
２
企
業
）、
あ
る
い
は
１
対S

om
e

（
特
定
の
企
業
が
３
社
、
４
社
と
い

う
形
で
複
数
入
る
）。１
対
Ｎ
は
完
全
オ
ー
プ
ン
型
で
す
。
非
常
に
オ
ー
プ
ン
に
、
例
え
ば
技
術
の
提
案

を
受
け
付
け
る
や
り
方
で
す
。
縦
軸
の
ほ
う
は
、
取
り
入
れ
方
で
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

「
出
す
」「
入
れ
る
」
の
両
方
あ
り
ま
す
が
、
大
企
業
で
す
か
ら
、「
中
に
入
れ
る
」
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
て
い
ま
す
。
技
術
的
な
面
に
着
目
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
新
し
い
事
業
が
生
ま
れ
て
、

そ
こ
か
ら
付
加
価
値
と
い
う
か
、
経
済
的
な
何
ら
か
の
価
値
が
生
ま
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
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パートナータイプによる分類
●大企業、中小中堅、ベンチャー
●大学、公的研究機関（産学連携）

１対１ １対Some １対Ｎ
（オープン型）

新たな
技術機会

B2Bの顧客サイド
産学連携

研究
コンソーシアム

クラウド
ソーシング

新たな
事業機会

B2Bの
サプライヤー

サイド

事業アライアンス
（例えば

loTアライアンス）

事業アイデア
コンペティション

図表 4  オープンイノベーションの分類について

１
対
１
の
場
合
、
新
た
な
技
術
機
会
で
は
、
産
学
連
携
で
大

学
か
ら
技
術
を
取
っ
て
く
る
と
い
う
典
型
的
な
話
が
そ
れ
に
当

た
り
ま
す
。
新
た
な
事
業
機
会
で
い
う
と
、
Ｂ
２
Ｂ（
Ｂ
to
Ｂ
）

に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
ど
う
切
り
開
い
て
い
く
か
。
例
え

ば
、
私
は
い
ま
中
国
で
自
動
車
産
業
の
研
究
を
や
っ
て
い
ま
す

が
（
自
動
車
産
業
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る
完
成
品
メ
ー
カ
ー

が
１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
お
客
さ
ん
に
な
り
ま
す
）、
日
本
の

１
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
、
日
本
メ
ー
カ
ー
以
外
の
欧
米
の
企
業

や
現
地
の
企
業
に
対
し
、
ど
う
い
う
形
で
お
客
さ
ん
を
伸
ば
す

か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
部
品
の
場
合
で
き
上
が
っ

た
も
の
を
提
供
し
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
は
、
設
計
さ
れ
た

も
の
を
い
か
に
安
く
買
う
か
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
共
同
で

開
発
し
て
い
く
行
為
が
あ
り
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
見
る

と
、
新
た
な
事
業
機
会
を
生
み
出
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
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ン
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

１
対S

om
e

の
場
合
は
、
技
術
機
会
で
あ
れ
ば
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
公
的
研
究
機
関
の
お
金
が

入
る
と
い
う
の
が
多
く
、
大
学
が
入
っ
た
り
、
企
業
間
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
む
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
事
業
機
会
で
い
う
と
、
事
業
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
す
。
例
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
関
係
の
い
く
つ
か
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
が
対
応
し
ま
す
。

最
後
に
１
対
Ｎ
の
場
合
で
、
技
術
機
会
は
、
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
で
ほ
し
い
技
術
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
提
案
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
業
機
会
で
あ
れ
ば
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

使
っ
て
事
業
を
起
こ
し
た
い
と
き
に
、
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
そ
こ
か
ら
事
業
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
く
る
と

い
う
事
業
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
す
べ
て
の
分
類
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
状
況
を
押
さ
え
、

そ
の
上
で
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
、
も
う
ち
ょ
っ
と
細
か
い
と
こ
ろ
、
ど
う
や

る
と
う
ま
く
い
く
の
か
を
見
る
形
で
進
め
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
大
企
業
を
対
象
に
し
、

３
６
０
社
か
ら
有
効
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
話
を
し
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど
申

し
あ
げ
た
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
と
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
が
共
同
で
欧
米
の
上
場
し
て
い
る
大
企
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業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
項
目
も
拾
っ
て
比
較
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
状
況
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
）

非
常
に
広
い
定
義
で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
い
る
企
業
の
割
合
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、

日
本
も
欧
米
も
大
体
８
割
弱
で
、
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
い
。
重
要
性
の
高
い
相
手
先
は
三
つ
で
、「
顧

客
」、「
大
学
」、「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」
と
い
う
順
番
。
こ
の
上
位
三
つ
の
順
番
と
い
う
の
は
欧
米
で
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
違
う
の
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
投
入
す
る
人
員
で
、
日
本
は
中
央
値
が
６

名
、
欧
米
は
20
名
で
、
欧
米
企
業
が
よ
り
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
例
え
ば
事
業
部
の
中
で
や
る
の
と
、
企
業
で
推
進
部
門
を
特

別
に
つ
く
っ
て
や
る
の
で
は
力
の
入
れ
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
質
問
も
し
て
い
ま
す
。

推
進
部
門
を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
半
分
弱
で
し
た
。
つ
く
っ
た
時
期
の
中
央
値
が
２
０
０
９
年
な
の
で
、

半
分
ぐ
ら
い
の
企
業
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
と
、
残
り
半
分
ぐ
ら
い
は
実
は
そ
の
前
に
つ
く
っ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
ま
す
と
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
企
業
の
取
り
組
み
は
、
欧
米
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と
日
本
で
は
そ
ん
な
に
異
な
ら
な
い
が
、
若
干
欧
米
の
ほ
う
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
高
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
決
し
て
日
本
の
企
業
は
後
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
目
的
と
し
て
重
要
な
項
目
（
図
表
５
）
を
見
る
と
、
左
の

黒
い
柱
が
重
要
で
あ
る
と
答
え
た
企
業
、
右
の
グ
レ
ー
の
柱
が
過
去
５
年
間
で
重
要
性
が
増
し
た
と
答

え
た
企
業
で
す
。
黒
と
グ
レ
ー
は
項
目
毎
に
ほ
と
ん
ど
相
関
し
て
お
り
、
上
位
三
つ
が
、「
新
し
い
技
術

シ
ー
ズ
の
探
索
・
獲
得
」、「
新
し
い
事
業
機
会
の
探
索
・
創
出
」、「
研
究
開
発
期
間
の
短
縮
」
で
、
こ

れ
ら
が
三
大
重
要
目
的
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
既
存
事
業
の
強
化
」、「
研
究
開
発

コ
ス
ト
の
削
減
」、｢

デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
」、「
研
究
開
発
リ
ス
ク
の
分
散
・
縮
小
」
な

ど
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
達
成
度
は
ち
ょ
っ
と
違
う
（
図
表
６
参
照
）。「
技
術
シ
ー
ズ
」
と
「
事
業
機
会
」
の
左
側
２

本
の
柱
で
は
、
一
番
下
に
濃
い
黒
の
帯
、
そ
の
次
に
薄
い
グ
レ
ー
の
帯
が
あ
り
、
そ
の
２
層
が
き
ち
ん

と
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
番
目
の
薄
い
グ
レ
ー
の
帯
を
見
る
と
、「
技
術
シ
ー
ズ
の
探

索
」
に
比
べ
て
「
事
業
機
会
の
探
索
」
は
低
い
。
従
っ
て
新
し
い
技
術
シ
ー
ズ
を
取
っ
て
く
る
と
こ
ろ

は
達
成
度
が
高
い
が
、
新
し
い
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
重
要
だ
け
れ
ど
も
達
成
度
が
ち
ょ
っ
と
低
い
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①
新
し
い
技
術
シ
ー
ズ
の
探
索
・

　獲
得

②
新
し
い
事
業
機
会
の
探
索
・

　創
出

③
既
存
事
業
の
強
化

④
知
的
財
産
の
取
得

⑤
研
究
開
発
コ
ス
ト
の
削
減

⑥
研
究
開
発
期
間
の
短
縮

⑦
研
究
開
発
リ
ス
ク
の
分
散
・

　縮
小

⑧
自
社
事
業
に
と
っ
て
有
力
な

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

⑨
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

　形
成

10
0

20
30
40
50
60
70
80
90
100

87％
80％

60％ 58％
67％

41％
47％

22％ 22％ 22％
14％

40％

75％

41％ 41％
45％

33％

21％

（％）

（注）経団連上場企業、研究開発を行っている上場企業へのアンケート結果（n=360、複数回答）

重要 過去５年間で重要性が上昇

新しい技術
シーズの
探索・獲得

新しい事業機会の
探索・創出

事例がない

意図した成果が
見られない

どちらかといえば
成果を挙げている

成果を挙げている

十分な成果を
挙げている

既存事業の
強化

研究開発期間の
短縮

100
（％）

80

60

40

20

0

図表 5  オープンイノベーション活動の目的として重要な項目

図表 6  オープンイノベーション活動の達成度
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と
い
う
こ
と
で
す
。「
既
存
事
業
の
強
化
」は
達
成
度
が
高
い
。
い
ま
や
っ
て
い
る
事
業
を
強
化
す
る
場

合
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
と
成
果
を
得
や
す
い
。
一
方
で
新
し
い
事
業
を
見
つ
け
に

行
く
の
は
、
最
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
然
新
し
い
技
術
シ
ー
ズ
は
既
存
の
事
業
に

つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
、
新
し
い
事
業
に
向
か
っ
て
い
る
場
合
の
両
方
あ
り
得
ま
す
の
で
、
上
流
の
技

術
を
取
り
に
行
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
非
常
に
重
要
度
も
高
い
し
、
あ
る
程
度
達
成
度
は
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

先
ほ
ど
１
対
１
と
か
１
対
Ｎ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
取
り
組
み
の
重
要
度
と
実
施
状
況
に
つ
い

て
も
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
重
要
で
あ
る
か
ら
実
施
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
と
こ
ろ
は
、
基
本
的
に
は

１
対
１
の
大
企
業
や
大
学
と
の
共
同
研
究
で
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
い
ま
中
心
に
な
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、「
重
要
で
な
い
」、
あ
る
い
は
「
実
施
し
て
な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、「
ク
ラ
ウ
ド
ソ

ー
シ
ン
グ
」
や
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
よ
る
探
索
に
お
い
て
、
低
い
結
果
が

出
ま
し
た
。
当
然
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
は
１
対
１
か
ら
広
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が

あ
り
、
今
後
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
１
対S

om
e

や
１
対
Ｎ
が
増
え
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と
見
て
い
ま

す
。
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①新しい技術シーズの
探索・獲得

②新しい事業機会の
探索・創出

③既存事業の強化

④知的財産の取得

⑤研究開発コストの削減

⑥研究開発期間の短縮

⑦研究開発リスクの
分散・縮小

⑧自社事業に有力な
　コミュニティの形成

⑨デファクトスタンダードの
　形成

（％）
10 1550 20 25 30 35 40

いる

いない

（注）経団連上場企業、研究開発を行っている上場企業へのアンケート結果
　　（n=360、複数回答）

図表 7  �担当役員の有無による 
オープンイノベーション成果の違い

企
業
の
コ
ミ
ッ
ト
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
成
果
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ

る
の
か
。
コ
ミ
ッ
ト
は
高
い
け
れ
ど
も
本

当
に
成
果
が
出
る
の
か
ど
う
か
を
見
た
の

が
図
表
７
で
す
。
担
当
の
役
員
が
い
る
場

合
が
黒
い
柱
で
、
い
な
い
の
が
グ
レ
ー
の

柱
で
す
。
こ
の
差
を
見
て
い
た
だ
く
と
、

差
が
大
き
い
の
は
「
⑥
研
究
開
発
期
間
の

短
縮
」、
次
が
「
①
新
し
い
事
業
シ
ー
ズ
」

と
「
③
既
存
事
業
」
で
す
。
新
事
業
の
と

こ
ろ
は
そ
ん
な
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
せ

ん
。事

業
シ
ー
ズ
を
取
っ
て
く
る
こ
と
に
は
、

い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｉ
Ｈ（not invented here

）
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と
い
っ
て
、「
自
社
内
で
も
や
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
取
っ
て
く
る
の
か
」と
い
う
議
論
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
針
を
出
す
こ
と

が
、
い
い
も
の
を
取
る
の
に
有
効
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
レ
の
ケ
ー
ス
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

研
究
開
発
ス
ピ
ー
ド
に
も
効
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
新
し
い
事
業
を
開
発
す
る
に
は
、
役
員
が
旗
を
振

る
と
い
う
よ
り
は
、
違
う
と
こ
ろ
に
成
功
の
要
因
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

探
索
、
開
発
、
収
益
化
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
事
例
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
）

３
社
プ
ラ
ス
２
大
学
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
し
た
結
果
を
基
に
、
い
ま
ま
で
の
話
を
ま
と
め
ま
す
。

図
表
８
で
は
フ
ェ
ー
ズ
を
、
技
術
の
探
索
と
、
開
発
（
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
持
っ
て
い
く
と
こ
ろ
）、

そ
れ
を
使
っ
た
収
益
化
と
い
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
３
段
階
で
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
下

に
は
社
内
、
社
外
と
い
う
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
。
特
に
探
索
で
は
最
も
広
い
と
こ
ろ
か
ら
調
べ
る
こ

と
が
必
要
な
の
で
、
社
外
の
ネ
タ
を
な
る
べ
く
取
っ
て
く
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
（
下
方
の
矢
印
で
表
示
）
で
は
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
と
い
っ
て
、
な
る
べ
く

た
く
さ
ん
取
っ
て
き
て
次
の
プ
ロ
セ
ス
に
流
し
て
い
く
。
し
か
も
た
く
さ
ん
取
っ
て
く
る
た
め
に
は
オ
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リニアモデル（オープン）　　　　インタラクティブ（クローズ） 

探索 開発 収益化

製品コンセプト 新製品・サービス ビジネスモデル
技術取り込み（東レ） 産学共同研究講座

（大阪大学）
Open Shared Business

（三菱化学）
社内

社外

社外

社外

社内

社外

社内

社外

社外

イノベーションラボ（ローソン）

ー
プ
ン
に
や
る
こ
と
が
必
要
な
わ
け
で
、
こ
こ
が
非

常
に
大
事
で
あ
る
。
た
だ
、
開
発
や
収
益
化
の
段
階

で
は
特
定
の
お
客
さ
ん
が
見
え
て
い
て
、
特
に
収
益

化
に
な
る
と
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
は
、
複
数
の
企
業
が
お
互
い
にW

in-W
in

の
状

態
で
組
め
る
こ
と
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

か
な
り
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
形
に
な
る
と
い
う
一
般
的
な

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

技
術
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
の
東
レ
の
例
で
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
は
多
く
な
い
の
で
す
が
専
任
の
担
当
者
を

置
き
、
強
力
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
社
内

で
起
こ
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。
収
益
化
で

は
、
三
菱
化
学
は
オ
ー
プ
ン
・
シ
ェ
ア
ー
ド
・
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
の
ア
イ
デ
ア

図表 8  �イノベーションフェーズごとの 
オープンイノベーション事例

25 研究報告



は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
事
業
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
売
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
企
画
や
技
術
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
、
あ
る
い

は
材
料
な
ど
を
供
給
し
、
製
品
を
つ
く
る
と
こ
ろ
と
協
業
す
る
や
り
方
で
す
。
そ
れ
を
有
機
Ｅ
Ｌ
と
か
、

他
に
広
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
開
発
は
阪
大
の
産
学
連
携
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、
大
学
も
、
基

礎
的
な
学
問
か
ら
段
々
と
産
業
に
役
に
立
つ
よ
う
な
産
学
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
企
業
も
自
社
で

基
礎
研
究
か
ら
幅
広
く
全
部
や
る
の
は
難
し
く
、
大
学
に
取
り
に
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
仕
組
み

と
し
て
産
学
共
同
研
究
講
座
と
い
う
形
で
、
企
業
と
大
学
が
対
等
に
組
み
、
研
究
リ
ー
ダ
ー
を
企
業
か

ら
持
っ
て
き
て
開
発
す
る
ケ
ー
ス
を
書
い
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ソ
ン
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
の
矢
印
が
あ
り
ま
す
が
、
売
り
上
げ
の
デ
ー
タ
か
ら
消
費
者
の
、

特
に
食
品
関
係
の
嗜
好
を
メ
ー
カ
ー
に
流
し
て
、
メ
ー
カ
ー
は
新
商
品
開
発
を
す
る
。
ロ
ー
ソ
ン
と
食

品
メ
ー
カ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
特
定
の
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
て
何
十
社
単
位
の
メ
ー
カ
ー

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
収
益
化
と
開
発
を
ぐ
る
ぐ
る
回
す
や
り
方
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
報
告
書
を
後
ほ
ど
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
、
産
業
全
体
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
戦
略
を
立
て

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
図
表
９
は
、
最
終
的
に
一
番
上
に
お
客
さ
ん
（
顧
客
ニ
ー
ズ
）
が
い
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経済・社会（顧客ニーズ）の変化と不確実性の増大

Key
Stone

（B2C）

Key
Stone 

（B2B）

B2C キーストーン：
ビジネスシステム（モデル）デザイナー
ビジネスプラットフォーム提供者

B2B キーストーン：
テクノロジーシステムデザイナー
技術プラットフォーム提供者

て
、
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
不
確
実
性
が
拡
大
し

て
い
る
。
そ
の
下
の
矢
印
で
結
ば
れ
て
い
る
丸
の
一
つ

一
つ
は
、
企
業
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
企
業
が
取
引
を

し
な
が
ら
最
終
的
に
Ｂ
２
Ｃ
の
企
業
が
製
品
を
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
例
え
ば
Ｂ
２
Ｃ
の
企
業
が
自
動
車

の
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
だ
と
、
そ
の
下
に
１
次
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
が
い
て
、
さ
ら
に
２
次
と
い
う
形
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
は
、

必
ず
し
も
お
客
さ
ん
が
設
計
を
決
め
、
そ
の
と
お
り
の

一
番
安
い
も
の
を
買
う
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
協
業

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
や
る
と
い
う
の
は
よ
く
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

中
で
こ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
か
関
係
性
が
出

て
く
る
わ
け
で
す
が
、
大
事
な
の
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム

図表 9  事業環境の変化とイノベーションエコシステム

27 研究報告



の
中
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
で
す
。
図
表
９
（
27
ペ
ー
ジ
）
に
は
Ｂ
２
Ｃ
、
Ｂ
２
Ｂ
と
キ
ー
ス
ト
ー
ン
を
二

つ
書
い
て
い
ま
す
が
、
も
し
こ
の
企
業
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
製
品
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
い

う
か
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
も
、
他
に
代
替
的

な
企
業
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
産
業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
を
ど
う
取
る
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か
ら
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
も
た
ぶ
ん
、

こ
う
い
う
全
体
的
な
戦
略
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
も
将
来
的
に
は
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
後
に
提
言
で
す（
図
表
10
参
照
）。
企
業
の
経
営
に
関
す
る
提
言
と
、
政
策
に
関
す
る
提
言
に
分
け

て
整
理
し
て
い
ま
す
。

企
業
と
し
て
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
か
な
り
幅
の
広
い
概
念
で
、
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
整
理
の
仕
方
で
す
が
、
探
索
、
開
発
、
収
益
化
そ

れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
や
フ
ェ
ー
ズ
の
間
の
統
合
を
考

え
ま
す
。
技
術
を
取
る
と
こ
ろ
は
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
収
益
化
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
で
や
る
こ
と
も
当
然
あ

る
し
、
収
益
化
を
ど
こ
か
と
組
ん
で
や
る
こ
と
も
あ
る
し
、
こ
の
あ
た
り
の
整
理
が
必
要
で
す
。
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企業経営に関する提言 
●�「探索」、「開発」、「収益化」のそれぞれにおけるオープンイノベーショ

ン機会、フェーズ間統合（全社的オープンイノベーション戦略）
●�サプライチェーン連携によるイノベーション（モノづくり＋コトづくり、

製造＋小売り・サービス連携） 
●�組織体制の整備（事業部を超えた取り組み）

政策に関する提言
●大学と企業のギャップを埋める場の形成（協働研究所） 
●企業間連携を促す大学・国研の役割（プラットフォーム機能） 

イノベーションシステム改革の方向性
●�オープンイノベーションの「深さ」＞＞「幅」➡「深さ」＞「幅」（関係

依存性を緩めながらオープン化） 
●�「深さ」＜「幅」が必要な分野は国別システムの違いを利用した国際

化を推進（例えば、シリコンバレーの活用） 

こ
れ
は
研
究
開
発
本
部
だ
け
で
も
、
事
業
部
だ

け
で
も
で
き
な
い
の
で
、
事
業
部
を
超
え
た
取
り

組
み
が
必
要
に
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
部
門
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専

門
部
署
を
置
く
の
も
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
担
当
役
員
を
置
け
ば
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
い
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
あ
り
ま
す
が
、
コ
ト
づ
く
り
が
大
事
に

な
る
と
製
造
業
だ
け
で
で
き
な
い
こ
と
は
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
メ
ー
カ
ー
だ
け

で
は
な
く
て
、
小
売
り
や
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
連
携

が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
、
意
識
的
に
考
え
る
必
要

図表 10  提言

29 研究報告



が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

政
策
に
関
し
て
は
、
大
学
は
基
礎
研
究
を
や
る
と
こ
ろ
で
、
企
業
も
研
究
員
を
送
り
込
み
、
一
緒
に

研
究
を
や
っ
て
い
る
。
大
学
は
商
売
を
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
変
わ
り
、
社
会
的

な
意
義
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
企
業
に
余
裕
が
な
く
な
る
中
で
、
大
学
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
役
割
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
中
で
、
制
度
的
な
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
大
学
の
仕
組
み
や
教
育
研
究
と
、
社
会
貢
献
と
い
わ
れ
る
産
学
連

携
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
、
大
学
改
革
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
機
能
と
い
う
か
、
複
数
の
企
業
が
集
ま
る
、
企
業
間
連
携
を
促
す
よ
う
な
大
学
・
国
研
の
役
割
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
改
革
の
方
向
性
で
い
う
と
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
幅
を
広
げ

れ
ば
、
つ
ま
り
オ
ー
プ
ン
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
深
さ
が
浅
く
な
る
。
日
本
の
関
係
性
を
重
視
し
た
シ

ス
テ
ム
は
深
さ
が
幅
に
対
し
て
非
常
に
大
き
い
状
態
で
す
。
日
本
の
強
さ
は
深
さ
な
の
で
、
こ
れ
は
残

し
た
ま
ま
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て
い
く
。
相
対
的
な
幅
を
少
し
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
か
も
し
れ
な
い
。
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分
野
に
よ
っ
て
は
深
さ
よ
り
幅
が
重
要
な
分
野
も
あ
り
、
例
え
ば
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
な
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
特
定
の
と
こ
ろ
と
し
っ
か
り
組
む
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
幅
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
る
こ
と
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
日
本
の
中
だ
け
で
考
え
ず
、
国
際

的
な
シ
ス
テ
ム
、
例
え
ば
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
い
か
に
う
ま
く
使
う
か
。
い
ま
日
本
の
大
手
メ
ー
カ
ー

は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
や
研
究
所
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い

ま
す
が
、
海
外
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
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大
阪
大
学
産
学
連
携
本
部
副
本
部
長
・
教
授

中
野　
　

節

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

元
橋　

一
之

【
モ
デ
レ
ー
タ
】

ダ
イ
キ
ン
工
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

設
立
準
備
室
室
長

河
原　

克
己

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
副
主
幹
／

富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
任
研
究
員

西
尾　

好
司

大
阪
ガ
ス
技
術
戦
略
部

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
室
長

松
本　
　

毅

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】



元
橋　

最
初
に
大
阪
大
学
の
中
野
節
副
本
部
長
、
続
い
て
大
阪
ガ
ス
の
松
本
毅
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
室
長
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
河
原
克
己
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備

室
長
の
順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
、
そ
の
あ
と
に
21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
副
主
幹
で
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
の
西
尾
好
司
主
任
研

究
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
大
学
の
産
学
連
携
─
─
共
同
研
究
講
座
・
協
働
研
究
所

中
野　

き
ょ
う
ご
紹
介
す
る
の
は
、
大
阪
大
学
の
共
同
研
究
講
座
・
協
働
研
究
所
と
い
う
制
度
で
、
共

同
研
究
講
座
の
制
度
は
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
考
え
方
が
基
礎
に
あ
り
ま
す
。
企
業
の
皆
さ
ま
に
大
学

に
い
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
２
０
１
０
年
に
産
学
連
携
本
部
が
で
き
て
、
２
０
１
１
年
に

テ
ク
ノ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
棟
が
建
っ
て
、
こ
こ
に
現
在
は
共
同
研
究
講
座
、
協
働
研
究
所
の
半
数
以
上
が

入
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

共
同
研
究
講
座
は
共
同
研
究
に
毛
が
生
え
た
も
の
で
は
な
く
て
、
企
業
が
講
座
を
つ
く
る
と
い
う
考

34



中野教授

え
方
で
す（
36
ペ
ー
ジ
図
表
11
参
照
）。
期
間
は
２
〜

10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
運
用
上
、
上
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
３
年
計
画
で
契
約
す
る
の
が

普
通
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
的
財
産
研
究
所
の
活
用

を
含
め
て
、
産
学
連
携
本
部
が
横
に
い
て
、
企
業
の

事
情
も
勘
案
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。具

体
的
な
体
制
と
し
て
は
、
教
授
ま
た
は
准
教
授

１
名
、
そ
の
下
に
准
教
授
〜
助
教
１
名
と
な
り
、
企

業
か
ら
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
複
数
企
業
の
場
合
は

各
企
業
代
表
者
の
方
に
教
授
、
准
教
授
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
い
き
な
り
企
業
の
方
が
共
同
研
究
講

座
に
来
ら
れ
て
も
、
大
学
の
仕
組
や
、
ど
こ
に
何
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
大
学
側
か
ら
メ
ン
タ
ー
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選
考

・
大

阪
大

学
・出

資
企

業（
出

向
）

・そ
の

他
の

機
関

大
学

か
ら

メ
ン

タ
ー

教
授

大
学

の
資

源
（

技
術

・
人

材
・

施
設

）
の

橋
渡

し

共
同
研
究
講
座・共

同
研
究
部
門

教
授

ま
た

は
准

教
授

 
1名

（
准

教
授

～
助

教
） 

1名

企
業

研
究

者
ポ

スド
ク

、大
学

院
生

兼
任

教
授

、准
教

授
etc.

事
務

員

●
２
年
か
ら
１
０
年
の
設
置

●
共
同
研
究
に
専
念

●
知
的
財
産
の
活
用
を
重
視
し
た
取
り
決
め

●
出
資
企
業
と
大
学
が
協
議
し
て
運
営 産
業
界
等

資
金
･研
究
者
･研
究
資
料
等

を
提
供

大
阪
大
学

研
究
者
･施
設
･

設
備
等
を
提
供

図
表

11  企
業

と
大

阪
大

学
で

つ
く

る
研

究
講

座
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教
授
を
つ
け
ま
す
。

共
同
研
究
講
座
が
で
き
る
と
き
の
経
緯
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
半
数
以
上
が
共
同
研
究
を
す
で

に
や
っ
て
い
て
、
共
同
研
究
講
座
を
設
置
す
る
と
い
う
場
合
で
す
。
そ
の
場
合
、
共
同
研
究
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
の
先
生
が
メ
ン
タ
ー
教
授
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
メ
ン
タ
ー
教
授
に
最
初
は
手
取
り
足
取

り
大
学
の
中
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
大
学
の
人
材
資
源
、
設
備
な
ど
を
使
い
ま
す
。
企
業
の
方
が

来
ら
れ
て
か
ら
１
〜
２
年
で
大
学
の
様
子
が
わ
か
っ
て
き
て
、
メ
ン
タ
ー
教
授
が
い
な
く
て
も
回
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
メ
ン
タ
ー
教
授
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
逆
に
起
こ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
研
究
講
座
そ
の
も
の
を
企
業
の
方
が
回
す
と
い
う
こ
と
が
、
一
定
期
間
後
に
当
た
り

前
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
企
業
が
戦
略
を
つ
く
っ
て
回
す
と
い
う
こ
と
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
企
業
の
Ｏ
Ｂ
で

は
な
く
て
現
役
の
チ
ー
ム
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
か
ら
見
る
と
、
共
同
研
究
費
の
大
型
化
、

長
期
化
、
年
度
を
越
え
た
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

協
働
研
究
所
と
い
う
の
は
そ
の
発
展
形
（
38
ペ
ー
ジ
図
表
12
）
で
、
多
く
が
テ
ク
ノ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

棟
に
入
っ
て
研
究
所
を
つ
く
る
と
い
う
制
度
で
し
て
、
３
年
以
上
の
設
置
、
自
主
研
究
が
可
能
、
つ
ま
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協働研究所

大学との共同研究

企業の自主研究

企業と大阪大学の
活動拠点

人材育成 新産業創出

資金・研究者・
研究資料
など

研究者・施設・
設備など

大阪大学

学内関連部局との
連携を進める

出資企業

連携
協議会

り
、
大
学
が
や
っ
て
な
い
テ
ー
マ
で
い
い
。
で
す
か

ら
、
ま
さ
に
企
業
が
研
究
所
を
大
阪
大
学
の
中
に
設

置
す
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。

工
学
研
究
科
が
文
科
省
か
ら
予
算
を
も
ら
っ
て
始

ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
２
０
０
６
年
に
３
研
究
講
座

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
河
原
室
長
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
ダ
イ
キ
ン
さ
ん
は
２
０ 

０
６
年
か
ら
10
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
歴
史

が
長
い
で
す
。
同
じ
く
初
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

マ
イ
ク
ロ
波
化
学
と
い
う
の
は
、
あ
と
で
出
て
き
ま

す
が
、
大
阪
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。

数
と
し
て
は
工
学
系
の
次
に
医
学
系
研
究
科
が
多

く
、
８
件
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
や
め

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
４
月
に
は
ビ
ル
デ
ィ

図表 12  共同研究講座の発展形、協働研究所
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ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
細
胞
製
造
装
置
の
共
同
研
究
講
座
が
生
命
機
能
研
究
科
に
で
き
て

い
て
、
６
月
に
は
マ
ン
ダ
ム
の
共
同
研
究
講
座
が
薬
学
研
究
科
に
で
き
て
い
ま
す
。

協
働
研
究
所
は
い
ま
７
件
あ
り
ま
す
。
１
研
究
所
当
た
り
の
平
均
研
究
費
が
年
間
４
３
０
０
万
円
。

年
間
平
均
４
３
０
０
万
円
の
研
究
費
を
大
学
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

大
学
全
体
と
し
て
は
、
２
０
１
４
年
度
は
36
億
円
ほ
ど
の
共
同
研
究
費
が
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
う
ち
４
割
が
共
同
研
究
講
座
と
協
働
研
究
所
で
い
た
だ
く
研
究
費
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
の
大
型
化
と
い
う
こ
と
も
い
え
、
大
学
の
予
算
に
制
約
が
あ
る
中
で
非
常
に
大
き
な
財
源
に
な
っ

て
き
て
い
て
、
大
学
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

人
材
面
で
の
効
果
と
し
て
は
、
共
同
研
究
講
座
、
協
働
研
究
所
で
学
生
が
研
究
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
研
究
者
９
名
、
学
生
51
名
が
そ
の
共
同
研
究
講
座
を
や
っ
て
い
る
企
業
に
就
職

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
割
合
で
い
う
と
13
・
８
％
で
す
。

ま
た
人
材
の
流
動
事
例
と
し
て
、
共
同
研
究
講
座
Ａ
の
共
同
研
究
に
学
生
時
代
に
参
加
し
た
人
が
修

士
ま
で
そ
こ
で
研
究
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー
に
行
く
か
ど
う
か
と
い
う
と
き
に
そ
の
企
業
に
就
職
し
、
企

業
か
ら
招
聘
研
究
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
大
学
で
研
究
を
続
け
る
と
い
う
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
で
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き
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
博
士
課
程
に
も
入
っ
て
博
士
号
を
取
得
中
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
テ
ク
ノ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
棟
に
協
働
研
究
所
が
五
つ
ぐ
ら
い
入
っ
て
い
て
、
横
の
つ
な
が

り
が
少
し
ず
つ
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
や
っ
て
い
た
学
部
と
の
関
係
で
共
同
研
究
が
始
ま
っ

た
事
例
は
３
例
あ
る
の
で
す
が
、
講
座
を
持
っ
て
い
る
企
業
同
士
で
共
同
研
究
を
始
め
た
例
が
15
件
で
、

こ
う
い
っ
た
融
合
の
場
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

共
同
研
究
講
座
・
協
働
研
究
所
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

中
野　

共
同
研
究
と
共
同
研
究
講
座
の
違
い
を
よ
く
聞
か
れ
ま
す（
図
表
13
参
照
）。
こ
の
ほ
か
に
も
寄

付
講
座
と
か
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
名
前
も
形
も
近
い
制
度
が
共
同
研
究
に
な

り
ま
す
。「
共
同
研
究
で
、
共
同
研
究
講
座
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
」と
い
う
質
問
を
よ

く
受
け
る
の
で
す
が
、「
で
き
ま
せ
ん
」と
申
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
企
業
と
大
学
は
、
こ
の
制
度
の
中
で

は
対
等
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
企
業
で
す
か
ら
、
企
業
か
ら
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
計
画
の
途
中
で
も
撤

退
が
あ
り
得
る
わ
け
で
す
。
共
同
研
究
だ
と
、
一
度
出
し
た
お
金
に
つ
い
て
、
企
業
の
本
社
で
何
か
問
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共
同
研
究
と
の
比
較

共
同
研
究

共
同
研
究
講
座

大
学
か
ら
見
た
共
同
研
究
講
座

○
企
業
の
資
源（
人
材・技

術・資
金
）を
研
究
に
活
用

○
企
業
の
視
点
に
よ
り
人
材
育
成・教

育
の
幅
が
拡
大

○
企
業
を
通
じ
て
社
会
と
直
結（
経
営
と
直
結
）

企
業
か
ら
見
た
共
同
研
究
講
座

○
大
学
と
協
業
で
き
る
人
材
の
育
成

○
新
技
術
の
探
索

○
産
学
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
形
成

○
課
題
と
研
究
費（
対
価
）を
決
め
て
大
学
に
委
託

○
単
年
度
契
約

○
設
定
し
た
個
別
課
題
ご
と
の
協
力
関
係

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て

大
学
が
拠
点
と
な
る
場
合
の
制
度
比
較

技
術
研
究
組
合
、地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
…
…

○
研
究
者
チ
ー
ム
が
大
学
に
常
駐

○
企
業
が
複
数
年
度
の
研
究
計
画
に
コ
ミ
ット

○
協
力
し
て
研
究
課
題
を
設
定・更

新
○
研
究
の
大
型
化・長

期
化

開
発
研
究

実
証

事
業
化
開
発

事
業
化

商
用
化

市
場
投
入

cf.フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー

図
表

13  共
同

研
究

講
座

と
共

同
研

究
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題
が
起
こ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
１
年
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
い
う
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
共
同
研
究

講
座
の
場
合
は
３
０
０
０
万
円
以
上
の
予
算
を
か
け
て
い
る
の
で
、
企
業
側
で
厳
し
い
評
価
を
受
け
る

わ
け
で
す
か
ら
、
大
学
と
企
業
の
関
係
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

共
同
研
究
講
座
で
は
、
研
究
者
チ
ー
ム
が
大
学
に
常
駐
し
て
い
る
こ
と
、
本
社
に
お
い
て
も
研
究
計

画
に
複
数
年
度
の
コ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
安
定
性
が
あ
る
こ
と
、
お
互
い
に
協
議
し
て
課
題

の
設
定
、
あ
る
い
は
更
新
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
共
同
研
究
契
約
一
般
の
場
合
は

途
中
で
計
画
を
変
え
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
年
度
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
共
同
研
究
講
座

な
ら
、
大
学
と
し
て
は
予
算
が
大
型
化
す
る
、
長
期
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

企
業
側
か
ら
は
、
大
学
と
協
業
が
で
き
る
人
材
が
育
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
大
学
に
求
め

て
い
る
の
は
事
業
化
で
は
な
く
て
新
技
術
の
探
索
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成

で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
企
業
１
社
で
は
難
し
い
こ
と
が
、
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
を
２
年
間
し
っ
か
り
見
て
採
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
よ
う
で
す
。
企
業
か
ら
は
招
聘
教
授
、
特
任
教
授
と
い
う
肩
書
で
来
て
い
た
だ
く
の
で
、
教
員
、

研
究
員
の
称
号
付
与
が
行
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
対
す
る
人
事
審
査
は
し
っ
か
り
あ
る
の
で
す
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が
、
そ
こ
を
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い
る
企
業
も
多
い
よ
う
で
す
。

共
同
研
究
講
座
で
行
っ
た
研
究
の
あ
と
、
開
発
研
究
、
実
証
、
事
業
化
開
発
み
た
い
な
こ
と
が
あ
っ

て
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
事
業
化
、
商
用
化
が
あ
り
ま
す
。
大
学
で
す
か
ら
、
図
表
13（
41
ペ
ー
ジ
）の
２

段
目
の
左
側
の
こ
と
を
や
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
真
ん
中
の
開
発
研
究
や
、
生
産

技
術
を
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
共
同
研
究
講
座
、
協
働
研
究
所
で
や
る
例
が
、
か
な
り
出
て
き
て
い
ま
す
。

「
大
学
側
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
」
と
大
学
内
で
よ
く
詰
問
さ
れ
る
の
で
す
が
、
企
業
の
資
源
を
使

え
る
。
経
営
に
直
結
し
た
人
た
ち
が
来
て
い
る
。
企
業
の
視
点
に
よ
り
教
育
に
も
幅
が
出
る
。
学
生
を

見
て
も
ら
え
る
。
社
会
と
の
関
係
で
市
場
を
意
識
し
た
教
育
が
行
え
る
。
ま
た
企
業
を
通
じ
て
世
の
中

で
起
こ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
直
結
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

技
術
研
究
組
合
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
な
ど
と
比
べ
て
何
が
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
大
学
の

技
術
に
企
業
が
つ
い
て
き
て
い
る
分
野
で
は
、
こ
の
制
度
の
ほ
う
が
よ
り
使
い
勝
手
が
い
い
で
す
。

具
体
例
で
す
が
、
日
立
造
船
が
Ｈ
ｉ
ｔ
ｚ
と
い
う
バ
イ
オ
の
協
働
研
究
所
を
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
立
造
船
は
昔
、
杜
仲
茶
を
つ
く
っ
て
い
て
、
中
国
に
農
園
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
杜
仲
茶
を
つ
く
っ

て
売
る
事
業
は
小
林
製
薬
に
売
却
し
て
、
現
在
は
杜
仲
の
木
か
ら
ポ
リ
マ
ー
を
取
る
と
い
う
事
業
を
、
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公
的
資
金
を
活
用
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
日
立
造
船
で
は
な
く
て
大
阪
大
学
の
名
前
で
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国

立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
）
に
競
争
的
資
金
を
取
り
に
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日

立
造
船
で
は
な
い
企
業
と
組
ん
で
大
阪
大
学
の
名
前
で
競
争
的
資
金
を
取
り
に
い
く
こ
と
ま
で
や
っ
て

い
て
、
大
学
と
し
て
は
そ
れ
で
全
然
か
ま
わ
な
い
と
い
う
運
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
働
研
究
所
の
日
立
造
船
の
先
生
は
、
ほ
と
ん
ど
事
業
部
長
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
て
、
大
学
に

納
め
る
の
は
数
千
万
円
で
す
が
、
そ
の
周
り
で
何
倍
か
の
資
金
が
企
業
内
で
動
い
て
い
る
。
そ
の
予
算

を
獲
得
す
る
仕
事
か
ら
生
産
技
術
な
ど
事
業
化
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
こ

の
研
究
所
の
中
で
や
っ
て
い
ま
す
。
中
国
に
農
園
を
つ
く
っ
て
こ
の
研
究
所
の
下
に
置
い
て
い
る
の
で
、

外
国
語
学
部
の
中
国
専
門
家
の
教
授
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
大
学
の
資
源
を
フ
ル
活
用
さ
れ
て
い
る
例

の
一
つ
で
す
。

も
う
一
つ
、
マ
イ
ク
ロ
波
化
学
共
同
研
究
講
座
を
取
り
上
げ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
も
う
10
年
目
の
老
舗

で
、
あ
と
で
出
て
く
る
大
学
の
出
資
事
業
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
最
初
は
国
内
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
協
力
が
な
か
な
か
得
に
く
く
て
、
結
局
去
年
、
ド
イ
ツ
に
本
拠
を
置
く
総
合
科
学
メ
ー
カ
ー
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の
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
協
定
を
結
ん
だ
り
し
ま
し
た
が
、
事
業
化
の
と
こ
ろ
で
は
ま
た
国
内
メ
ー
カ
ー
と
協
力

し
て
い
る
状
況
で
す
。

最
後
に
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
大
阪
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
46
ペ
ー
ジ
図
表
14
参
照
）。
２
０
１
５
年
７
月
31
日
に
よ
う
や
く
１
号
フ
ァ

ン
ド
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
と
い
う
の
は
、
13
年
１
月
に
予
算
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
根
拠

と
な
る
法
律
が
13
年
末
に
で
き
て
、
施
行
が
14
年
４
月
１
日
で
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
会
社
が
で
き
る
の
か

と
思
っ
た
ら
す
ご
く
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
を
担
当
す
る
。
パ
タ
ー

ン
と
し
て
は
、
１
番
目
は
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
基
礎
研
究
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
て
、

ま
だ
こ
れ
か
ら
手
取
り
足
取
り
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
が
必
要
な
も
の
。
大
阪
大
学
と
企
業
の
共
同
研
究
か
ら

出
て
く
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
２
番
目
。
共
同
研
究
講
座
の
成
果
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
な
る
場
合

な
ど
も
こ
の
中
に
入
り
ま
す
。
３
番
目
に
そ
も
そ
も
既
存
の
大
阪
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
あ
っ
た

も
の
。
マ
イ
ク
ロ
波
化
学
は
共
同
研
究
講
座
に
な
る
前
か
ら
会
社
は
で
き
て
い
た
の
で
、
３
番
目
に
分

類
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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2
0

1
5

年
6

月
3

0
日

 大
学

か
ら

の
1

号
フ

ァ
ン

ド
へ

の
出

資
額

認
可（

大
学

か
ら

1
0

0
億

円
）

7
月

3
1

日
 1

号
フ

ァ
ン

ド（
O

U
V

C
1

号
投

資
事

業
有

限
責

任
組

合
）設

立

①
大
阪
大
学
の
研
究
成
果
を
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
ベ
ン
チ
ャ
ー

⇒
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

※
１を

前
提

に
、長

期
に

わ
た

り
複

数
回

に
分

け
て

マ
イ

ル
スト

ー
ン

投
資

※
２を

行
い

、早
い

段
階

で
民

間
Ｖ

Ｃ
が

協
調

投
資

で
き

る
水

準
を

目
指

す
。

②
大
阪
大
学
と
企
業
と
の
共
同
研
究
か
ら
生
ま
れ
る
ジ
ョ

イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

⇒
大

学
の

研
究

・
開

発
力

と
企

業
の

開
発

力
、経

営
力

、販
売

力
な

ど
の

リ
ソ

ー
ス

を
フ

ル
に

活
用

。

③
既
存
の
大
阪
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

⇒
投

資
先

お
よ

び
他

の
出

資
者

か
ら

要
請

・
同

意
が

あ
る

場
合

に
は

積
極

的
に

支
援

。
※

１
 
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
：

 
フ

ァ
ンド

や
コ

ン
サ

ル
テ

ィン
グ

フ
ァ

ー
ム

な
ど

が
、

投
資

先
や

コ
ン

サ
ル

テ
ィン

グ
を

行
う

企
業

の
経

営
に

深
く

関
与

す
る

支
援

の
こ

と
。

※
２

 
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
投
資
：

 
事

業
計

画
を

時
系

列
で

整
理

し
、

い
つ

ま
で

に
何

を
す

る
の

か
、

目
標

（
マ

イ
ル

スト
ー

ン
）を

設
定

し
て

、そ
の

達
成

状
況

に
応

じ
て

、次
の

投
資

を
行

う
手

法
。

銀
行

等

企
業

等

V
C

等

大
阪
大
学

O
U
V
C

1
号
フ
ァ
ン
ド

大
阪
大
学

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

特
定

研
究

成
果

活
用

事
業

者

ジ
ョ

イ
ント

ベ
ン

チ
ャ

ー

阪
大

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

ハ
ン

ズ
オ

ン

投
資

投
資

出
資

出
資

運営費出資
出資

図
表

14  大
阪

大
学

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ピ

タ
ル

 投
資

フ
ァ

ン
ド

の
事

業
計

画
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大
阪
ガ
ス
の
価
値
創
造
型 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

松
本　

い
ま
空
前
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ブ

ー
ム
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

数
カ
月
前
ま
で
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

部
隊
を
つ
く
っ
た
の
で
、
あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る

の
で
、
大
阪
ガ
ス
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
の
が
月

１
〜
２
社
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
２
〜
３
カ
月

前
か
ら
週
１
社
ぐ
ら
い
に
増
え
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
部
隊
を
つ
く
る
と
こ
ろ
が

急
激
に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

な
ぜ
か
。
既
存
の
技
術
、
製
品
レ
ベ
ル
を
達
成
し

た
だ
け
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
勝
て
な
く
な
っ

た
。
い
か
に
競
争
に
勝
つ
た
め
の
目
標
レ
ベ
ル
に
引

松本室長
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き
上
げ
ら
れ
る
か
。
し
か
も
、
引
き
上
げ
の
高
さ
だ
け
で
は
な
く
、
引
き
上
げ
ス
ピ
ー
ド
ま
で
世
界

ト
ッ
プ
で
な
い
と
も
は
や
勝
て
な
く
な
っ
た
。

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
も
２
０
０
９
年
ま
で
の
十
数
年
間
、
選
択
と
集
中
で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
帰
」

「
新
規
事
業
を
や
る
な
」と
い
う
時
代
が
続
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の

事
業
の
拡
大
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
で「
新
規
事
業
も
や
る
」と
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
十
数
年
間
の
選
択
と
集
中
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
く
、
新
し
い
事
業
を
や
る
人
も
資
源
も
な

い
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ブ
ー
ム
で
は
な
く
、
開
発
環
境
か
ら
来
る
必
然
で
あ
る
と
言
う
経

営
学
者
も
お
ら
れ
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
者
と
、
他
の
大
手
企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
担
当
者
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
ろ
う
と
、（
一
社
）企
業
研
究
会
に
頼

ま
れ
て
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
異
分
野
が
集
ま
っ
て
ど
う
す
れ
ば
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
本
当
に
進
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
、
異
分
野
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
て
３
期
目

に
な
り
ま
す
。

１
期
目
は
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
い
う
企
業
が
20
社
ぐ
ら
い
。
２
期
目
は
、「
わ
が
社
も
オ
ー
プ
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ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
い
て
は
き
み
を
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

責
任
者
に
任
命
す
る
」
と
い
わ
れ
て
困
り
果
て
て
来
ら
れ
る
方
が
30
社
。
第
３
期
が
今
年
11
月
30
日
開

講
と
い
う
こ
と
で
、
先
駆
的
な
方
の
基
調
講
演
も
聞
き
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
最
近
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
も
続
々
と
出
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
２
０
０
８
年
８
月
末
ま
で
７
年
間
ほ
ど
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
新
規
事
業
と
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｔ
（
技
術

経
営
）
を
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
全
国
10
校
つ
く
る
予
定
で
、
大
阪
校
、
東
京
校
、

名
古
屋
校
を
つ
く
っ
て
、
福
岡
校
を
つ
く
る
準
備
を
し
て
い
る
矢
先
に
本
社
に
呼
び
戻
さ
れ
、「
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
よ
う
な
新
し
い
仕
組
み
を
考
え
ろ
」
と
な
り
、
技
術
戦
略

部
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
ガ
ス
に
必
要
な
の
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
全
体
と
異
分
野
を
含
め
た

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
こ
と
で
、
仕
組
み
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
発
端
で
す
。

思
い
浮
か
ん
だ
の
は
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
が
い
う「
外
か
ら
中
へ
、
中
か
ら
外
へ
」と
い
う
流
れ
で
す
。
し

か
し
、
外
の
技
術
を
思
い
切
っ
て
使
う
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
、
具
体
的
な
課
題
、

「
大
阪
ガ
ス
は
こ
の
技
術
を
求
め
て
い
る
」「
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
外
部
に
思
い
切
っ
て
具
体
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的
に
開
示
を
し
な
い
と
ま
ず
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
０
９
年
４
月
に
、
ニ
ー
ズ
の
公
開

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。１
年
間
で
成
果
が
出
た
の
で
、２
０
１
０
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。

目
的
は
ス
ピ
ー
ド
と
性
能
と
効
率
の
、
三
つ
の
ア
ッ
プ
で
す
。
と
に
か
く
ス
ピ
ー
ド
を
、
製
品
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
化
に
対
応
す
べ
く
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
環
境
が
激
化
す

る
中
で
性
能
を
飛
躍
的
に
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
は
技
術
開
発
投
資
の
効
率
を
上
げ
た
い
。

三
つ
の
ア
ッ
プ
を
ね
ら
っ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
が
、
こ
の
６
年
間
、
中
心
的
に
や
っ
て

き
た
の
は
、
徹
底
的
に
外
部
技
術
の
活
用
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
技
術
開
発
を

加
速
し
て
早
く
製
品
化
し
、
早
く
お
客
さ
ま
に
、
製
品
だ
け
で
は
な
く
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

よ
う
と
い
う
の
で
す
。

仕
組
み
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
に
あ
り
ま
す（
図
表
15
参
照
）。
２
０
０
９
年
４

月
か
ら
技
術
ニ
ー
ズ
の
公
開
に
踏
み
切
っ
た
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
実
は
昨
日
、
今
日
、
明
日
と
、
大

阪
市
の
酉
島
地
区
、
わ
れ
わ
れ
の
技
術
開
発
の
拠
点
で
技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
（
み
ら
い
共
創
フ
ェ
ア
）

を
や
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
講
演
会
も
や
っ
て
い
ま
す
。
保
有
す
る
技
術
の
公
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「
ア

ラ
イ

ア
ン

ス・パ
ー

ト
ナ

ー
」「

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン・エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

」開
拓

 

コ
ア

技
術

の
深

化
  

技
術

の
オ

ー
プ

ン
化

 

開
発

製
品

の
競

争
力

向
上

 
新

規
技

術・商
品

の
創

出
 

技
術

開
発

の
加

速・効
率

化

⑤
イ

ン
フ

ラ
の

高
度

化
 

④
事

業
化

 
③

商
品

化
開

発
 

②
研

究
開

発
 

①
新

規
テ

ー
マ

創
出

 

２００９
年

４
月

～
 

技
術

ニ
ー

ズ
の

公
開

外
部

技
術

の
収

集・分
析・評

価・活
用

 

２０１４
年

４
月

～

保
有

技
術

の
公

開
 

図
表

15  大
阪

ガ
ス

グ
ル

ー
プ

の
「

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

」
の

推
進

方
法
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開
だ
け
で
な
く
、
研
究
開
発
段
階
の
も
の
も
今
回
初
公
開
と
い
う
こ
と
で
開
示
し
て
い
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
は
こ
ん
な
こ
と
ま
で
や
っ
て
い
た
の
か
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
大
阪
ガ
ス
と
い
ろ
い
ろ
な
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
大
学
が
組
め
る
の
で
は
な
い
か
と
ご
提
案
い
た
だ

く
。
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
コ
ア
技
術
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
よ
う
。
早
く

お
客
さ
ま
に
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
、
価
値
の
あ
る
製
品
を
届
け
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。

わ
れ
わ
れ
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
は
技
術
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先
を
探
す
専
門
部
隊
で
す
。

開
発
部
門
の
研
究
者
、
技
術
者
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
探
す
の
が
仕
事
で
、
探
せ
な
け
れ
ば
続
き
ま

せ
ん
。
探
す
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
こ
の
６
年
間
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
大

手
、
中
堅
だ
け
は
１
対
１
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
直
接
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
大
学
の
研
究

室
と
な
り
、
く
ま
な
く
探
す
と
い
う
の
は
無
理
で
す
。
間
に
入
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
役
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
仲
介
役
、
目
利
き
役
の
方
々
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
効
率
の
い
い

探
索
を
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
す
。

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
は
各
部
門
か
ら
探
索
依
頼
を
も
ら
い
ま
す
。
依
頼
が
あ
る
と
、
わ

れ
わ
れ
は
プ
レ
調
査
を
し
ま
す
。
目
的
は
、
探
し
て
い
る
技
術
の
あ
り
か
、
魚
群
を
見
つ
け
る
こ
と
で
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す
。
魚
群
さ
え
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
に
強
い
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
役
に
具
体
的
な
探
索
を
お
願
い
す
る
。
わ
れ

わ
れ
の
セ
ン
サ
ー
が
、
特
許
調
査
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
駆
使
し
た
ら
、
ど
う
も
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
が
持
っ
て
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
わ
か
れ
ば
し
め
た
も
の
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る

の
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
紹
介
す
る
よ
う
な
担
い
手
、
非
常
に
優
秀
な
機
関
に
頼
む
と
い

う
こ
と
で
す
。

ま
っ
た
く
魚
群
が
わ
か
ら
ず
、
国
内
に
は
た
ぶ
ん
な
く
、
海
外
を
く
ま
な
く
探
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
合
は
、
ナ
イ
ン
シ
グ
マ
と
い
う
会
社
を
活
用
し
ま
す
。
世
界
２
０
０
万
人
の
研
究
者
に
わ
れ
わ
れ

が
求
め
て
い
る
シ
ー
ズ
を
募
集
し
て
く
れ
ま
す
。
内
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
役
は
、
わ

れ
わ
れ
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
で
す
。
外
部
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
役
を
い
か

に
見
つ
け
て
密
な
交
流
を
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
か
が
、
大
阪
ガ
ス
の
方
法
で
す
。

中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
年
前
ま
で
は
全
国
20
カ
所
以
上

の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
目
的
は
、
地
域
の
目
利
き
役
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
人
脈
で
す
。
各
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
強
い
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
方
々

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
の
で
、
２
年
前
か
ら
は
大
阪
エ
リ
ア
、
名
古
屋
エ
リ
ア
、
東
京
エ
リ
ア
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の
３
拠
点
に
絞
っ
て
、
募
集
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
形
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
は
大

阪
商
工
会
議
所
主
催
の「
も
っ
と
大
阪
」。
こ
れ
は
沖
縄
、
九
州
、
中
国
、
四
国
の
目
利
き
役
も
ニ
ー
ズ

説
明
会
を
聞
き
に
来
ら
れ
る
し
、
今
年
は
長
崎
県
の
企
業
か
ら
多
数
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
東
京
で

去
年
や
っ
た
と
き
は
、
北
海
道
大
学
、
北
海
道
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

技
術
の
オ
ー
プ
ン
化
を
目
的
と
す
る
展
示
会
は
２
〜
３
年
に
１
回
や
っ
て
い
ま
す
。
常
設
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
定
期
的
に
最
新
の
情
報
を
提
示
す
る
展
示
会
を
開
催
す
る
わ

け
で
す
。
２
０
０
８
年
「
先
進
技
術
フ
ェ
ア
」、
２
０
１
１
年
「
み
ら
い
共
創
フ
ェ
ア
」、
２
０
１
５
年

は
４
年
ぶ
り
と
な
る
「
み
ら
い
共
創
フ
ェ
ア
」
を
、
い
ま
ま
さ
に
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
み
ら
い
共
創
フ
ェ
ア
」
の
会
場
で
は
、
私
の
と
こ
ろ
に
依
頼
を
し
て
い
る
研
究
者
、
技
術
者
の
担
当

者
の
顔
写
真
ま
で
パ
ネ
ル
掲
載
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
は
嫌
だ
と
言
っ
た
の
で

す
が
、
今
年
は
誰
一
人
と
し
て
嫌
だ
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
意
識
が
変
わ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
新
事
業
を
つ
く
る

松
本　

こ
の
６
年
間
、
主
に
外
部
の
技
術
の
探
索
を
中
心
に
や
っ
て
き
た
成
果
が
図
表
16
で
す
。
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活
用

1
5
7
件

技
術
紹
介
1
4
0
0
件

技
術
提
案
3
5
0
0
件

技
術

開
発

部
門

ニ
ー

ズ
オ

ー
プ

ン・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

室
大

学
、企

業
、ベ

ン
チ

ャ
ー

、
公

的
研

究
機

関
 等

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
、1
5
7
件（
0
9
～
1
4
年
度
）の
外
部
技
術
導
入

大阪ガスグループ

技
術
導
入

産
官

学
連

携
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

の
連

携
個

別
大

学
と

の
包

括
連

携

技
術

仲
介

会
社

、技
術

移
転

機
関

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
等

を
通

じ
た

米
国

、EU
等

と
の

連
携

探
索
依
頼
3
5
4
件

ニ
ー
ズ
公
開
3
5
4
件

大
手

･中
堅

企
業

企
業

間
の

連
携

中
小

企
業

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
ベ

ン
チ

ャ
ー

金
融

機
関

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
と

の
連

携
包

括
的

連
携

公
的

研
究

機
関

大
学

海
外

3
7

件
8

7
件

1
0

件
2

件

1
7

件

4
件

図
表

16  大
阪

ガ
ス

オ
ー

プ
ン

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

室
６

年
間

の
実

績
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３
５
４
件
の
依
頼
を
各
研
究
者
、
技
術
者
部
門
か
ら
い
た
だ
い
て
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室

を
通
じ
て
外
部
に
ニ
ー
ズ
を
公
開
し
て
、
３
５
０
０
件
の
外
部
か
ら
の
具
体
的
な
提
案
が
あ
り
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
１
４
０
０
件
を
開
発
部
門
に
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
、
ぜ
ひ

会
い
た
い
、
自
分
た
ち
も
探
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
も
っ
と
い
い
も
の
を
見
つ
け
て
く
れ
た
と
い
う
こ

と
で
、
つ
な
が
っ
た
の
が
１
５
７
件
で
す
。
内
訳
で
す
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
効
率
が
い
い
の

で
中
小
企
業
が
87
件
と
多
い
。
ほ
か
に
も
大
手
・
中
堅
の
企
業
間
の
連
携
で
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
こ
の

１
〜
２
年
で
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
大
学
は
多
い
が
、
海
外
・
公
的
研
究
機
関
の
実

績
が
少
な
い
の
で
、
今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
海
外
を
特
に
強
化
し
よ
う
と
、
ナ
イ
ン
シ
グ
マ
の
活
用

で
海
外
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
い
ま
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
例
と
し
て
は
、
燃
料
電
池
の
発
電
効
率
を
飛
躍
的
に
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
ガ
ス
は
も

と
も
と
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
（
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
）
の
円
筒
型
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
セ
ラ

の
セ
ル
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
京
セ
ラ
の
セ
ル
を
使
っ
た
１
対
１
の
共
同
開
発
を
進
め
ま
し

た
。
２
０
０
０
年
に
は
、
わ
れ
わ
れ
に
な
い
強
み
を
持
っ
て
い
る
ア
イ
シ
ン
、
ト
ヨ
タ
に
入
っ
て
い
た

だ
き
４
社
体
制
を
組
ん
で
、
わ
ず
か
６
カ
月
で
20
％
近
い
コ
ン
パ
ク
ト
化
が
で
き
、
２
０
１
２
年
に
世
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界
最
高
発
電
効
率
46
・
５
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
に
成
功
し
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
、
実
は
４
社
の
技
術
で
は
な
く
て
、
あ
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
断
熱
材
で
し
た
。
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ピ
ー
ド
感
で

は
な
い
か
。
１
〜
２
年
後
の
も
っ
と
画
期
的
な
発
電
効
率
を
目
指
し
、
い
ま
開
発
を
鋭
意
進
め
て
い
ま

す
。
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
年
二
つ
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
も
ら
い
、
と
に
か
く
緊
急
探
索
、
早
く
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
必
死
に
な
っ
て
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
の
成
果
と
し
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
水
素
製
造
装
置H

Y
S

E
R

V
E

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
し
ま
し
た
。
製
品
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
大
き
く
て
高
い
。
こ
れ

を
画
期
的
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
た
め
に
、
中
に
入
っ
て
い
る
十
数
台
の
熱
交
換
器

を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
中
小
企
業
が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
、
60
％
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
70
％
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
成
功
し
て
、
新
し
い
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

も
う
１
例
、
お
い
し
さ
を
科
学
的
に
検
証
す
る
よ
う
な
セ
ン
サ
ー
が
な
い
か
と
い
う
難
し
い
お
題
を

い
た
だ
い
て
、
探
し
た
ら
、
九
州
大
学
の
都と

甲こ
う

潔
教
授
が
世
界
初
の
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
手
掛
け
て
お
ら
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れ
ま
し
た
。
す
ぐ
に
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
５
年
間
や
っ
て
、
科
学
的
に
検
証
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
実
証
し
て
、
学
会
等
で
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
起
点
と
な
っ
て
、
２
０
１
３
年
に
「
お
い
し
さ
・

健
康
調
理
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」
を
設
置
。
数
多
く
の
科
学
的
評
価
の
実
績
を
挙
げ
、
研
究
の
成
果
を
「
ラ

ボ
レ
タ
ー
」
と
い
う
形
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
と
も
共
同
研
究
講
座
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

京
都
大
学
と
は
包
括
連
携
協
定
書
を
結
ん
で
、
す
ぐ
に
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
実
証
を
共
同
で
行
う
プ
ラ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
包
括
連
携
協
定
書
は
、
京
大
と
大
阪
ガ
ス
の

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
が
一
緒
に
努
力
し
て
、
協
力
し
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
見
い
だ
そ
う
と
い

う
新
規
テ
ー
マ
創
出
の
た
め
の
協
定
書
で
す
。

さ
ら
に
は
大
阪
大
学
医
学
部
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
、
簡
易
の
脳
波
計
を
開
発
し
た
か
ら
使
い
道
が
な

い
か
と
の
提
案
。
照
会
し
た
ら
、
ま
さ
に
う
ち
の
研
究
所
は
こ
れ
を
探
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
装
置
を
使
っ
て
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
の
快
眠
効
果
、
安
眠
効
果
が
実
証
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
音
響

の
放
出
を
検
知
す
る
Ａ
Ｅ
（A

coustic E
m

ission
）
セ
ン
サ
ー
で
す
が
、
従
来
は
感
度
が
低
い
の
で
使

い
道
が
少
な
か
っ
た
。
阪
大
の
産
業
科
学
研
究
所
の
人
工
知
能
の
研
究
者
が
、
Ａ
Ｅ
セ
ン
サ
ー
の
相
当
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な
精
度
向
上
に
成
功
し
た
の
で
燃
料
電
池
の
部
隊
に
紹
介
し
た
ら
、
ま
さ
に
こ
れ
を
探
し
て
い
た
。
こ

れ
で
燃
料
電
池
の
寿
命
予
測
が
で
き
る
。
信
頼
性
評
価
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
大
活
躍
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
１
５
７
件
つ
な
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ
別
の
内
訳
で
す
が
、
２
０
１
２
年
度
ま
で
は
主
に
技
術

開
発
本
部
中
心
に
活
動
し
た
の
で
、
研
究
開
発
ス
テ
ー
ジ
で
つ
な
が
っ
た
も
の
が
多
い
。
２
０
１
３
年

度
は
事
業
部
ま
で
広
げ
た
の
で
、
事
業
化
で
つ
な
が
っ
た
も
の
が
多
い
。
昨
年
度
は
新
規
テ
ー
マ
に
資

す
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ
た
の
で
、
新
規
テ
ー
マ
研
究
開
発
ス
テ
ー
ジ
で
つ
な
が
っ
た
も
の
が
増

え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
68
件
の
ニ
ー
ズ
を
公
開
し
て
、
つ
な
が
っ
た
の
が
全
体
と
し
て
は
17
件
で
す

が
、
特
徴
的
な
の
は
、
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
の
提
案
が
従
来
よ
り
も
飛
躍
的
に
増
え
て
い
ま
す
。
68

件
の
中
に
新
規
テ
ー
マ
に
資
す
る
よ
う
な
ニ
ー
ズ
も
昨
年
度
か
ら
織
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対

す
る
提
案
が
大
学
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
増
え
た
形
で
す
。

大
阪
ガ
ス
の
研
究
所
で
は
、
ノ
イ
ズ
に
対
し
て
音
を
発
生
さ
せ
て
打
ち
消
す
Ａ
Ｎ
Ｃ
（A

ctive 
N

oise C
anceling

）
の
研
究
開
発
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
と
い
う
の
は
発
生
源
に
う
ま

く
逆
波
長
を
合
わ
せ
な
い
と
音
、
振
動
が
消
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
大
阪
ガ
ス
の
ス
ポ
ッ
ト
サ
イ
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レ
ン
サ
ー
な
ら
、
３
次
元
空
間
で
消
え
る
。
置
く
だ
け
で
、
空
間
の
振
動
、
声
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
を
な
ん
と
か
製
品
化
し
た
い
。
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を
探
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
探
し
た
ら
、

見
事
に
量
産
化
に
資
す
る
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
見
つ
か
っ
て
、
こ
れ
を
販
売
す
る
大
手
企
業
、
サ
サ
ク

ラ
ま
で
見
つ
か
っ
て
、
研
究
所
か
ら
す
ぐ
に
事
業
化
が
で
き
た
。
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
研
究
所

か
ら
商
品
開
発
、
事
業
部
門
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先
と
い
う
こ
と
で
、
も
の
す
ご
く
時
間
が
か
か
る
の
で

す
が
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
研
究
所
の
シ
ー
ズ
が
一
気
に
事
業
に
つ
な
が
っ
た
ケ

ー
ス
で
す
。

ま
た
、
ナ
イ
ン
シ
グ
マ
を
活
用
し
て
、
産
総
研
（
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
が

ハ
ロ
モ
ナ
ス
菌
と
い
う
お
も
し
ろ
い
菌
を
使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
材
料
開
発
に
成
功
し
た
こ
と
を
見
つ
け
、

い
ま
、
夢
の
あ
る
材
料
の
研
究
開
発
、
用
途
開
発
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
新
し
い
テ
ー
マ
、
新
し
い
事
業
を
つ
く
る
と
こ
ろ
で
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
が
74
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
既

存
事
業
、
技
術
に
近
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
新
し
い
テ
ー
マ
を
つ
く
る
、
さ

ら
に
は
保
有
す
る
技
術
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
で
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
よ
う
と
。
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将
来
は
ラ
ジ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
す
。
新
規
テ
ー
マ
化
で
は
、
２
０
０
０
社
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
支
援
を
し
て
い
る
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
わ
れ
わ
れ
が
や
り
た
い
新
規
テ
ー

マ
の
分
野
を
提
示
し
、
提
案
を
い
た
だ
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
12
社
を
選
ん
で
ピ
ッ
チ
（
簡
単
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い
ま
し
た
。
新
規
テ
ー
マ
の
担
当
者
を
入
れ
て
議
論
を
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
と
こ
ろ
、
２
社
と
共
同
開
発
契
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

保
有
す
る
技
術
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
も
非
常
に
難
し
い
テ
ー
マ
で
す
。
乾
燥
後
も
凝
集
す
る
こ
と
な
く
有

機
溶
剤
に
高
い
分
散
性
を
示
す
フ
ル
オ
レ
ン
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。
60
℃
を
境

に
物
性
が
変
化
す
る
ナ
ノ
添
加
剤
エ
コ
ミ
セ
ル
の
開
発
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
で
も
用
途
を
見
つ
け
な

い
と
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
の
で
、
用
途
が
考
え
ら
れ
る
分
野
を
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
が

考
え
、
そ
の
分
野
の
大
手
の
方
と
議
論
し
な
が
ら
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
て
用
途
を
見
つ
け
出
す
と

い
う
枠
組
み
を
や
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
の
コ
ア
技
術
と
し
て
は
、
活
性
炭
が
い
ま
世
界
第
３
位
な
の
で
す
が
、
活
性
炭

の
付
加
価
値
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
ニ
カ
ム
構
造
に
す
る
こ
と
に
よ
り
吸
着
性
能
が
飛
躍
的
に

上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
の
蓄
熱
剤
を
混
ぜ
る
と
自
動
車
用
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に
使
え
る
。
た
だ
、
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
は
混
ぜ
る
と
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
、
だ
め
出
し
し
て
、
あ
き

ら
め
て
い
た
の
で
す
が
、
数
カ
月
し
た
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
、「
松
本
さ
ん
、
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。
強

度
向
上
に
成
功
し
ま
し
た
。
混
ぜ
て
も
ま
っ
た
く
壊
れ
ま
せ
ん
。」こ
れ
に
よ
っ
て
用
途
が
開
け
、
い
ま

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
会
社
に
売
れ
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
全
体
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
に
対
し
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
役
割
を
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
が
担
う
。
外
部
と
の

連
携
で
は
、
外
部
と
つ
な
ぐ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
外
部
の
シ
ー
ズ
を

う
ま
く
取
り
込
む
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
が
は
や
り
で
す
が
、
デ
ザ
イ

ン
思
考
も
よ
り
実
践
的
な
も
の
を
や
ろ
う
と
い
う
計
画
で
い
ま
す
。

産
学
連
携
の
難
し
さ
を
克
服
す
る
た
め
に

産
学
連
携
は
、
非
常
に
難
し
い
。
大
学
の
シ
ー
ズ
は
分
析
を
し
な
い
と
、
本
当
に
使
え
る
か
が
見
え

な
い
。
さ
ら
に
大
手
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
も
理
解
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
大
学
の
シ
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ー
ズ
を
そ
こ
へ
取
り
込
む
か
を
分
析
し
な
い
と
で
き

な
い
。
そ
れ
は
大
学
の
産
学
連
携
部
門
だ
け
で
も
、

大
手
企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
部

隊
だ
け
で
も
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
中
間
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な
役
割
の
機
関

が
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
産
学
連
携
も
も
っ
と
進
む
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
新
た
な
事
業
を

つ
く
り
た
い
。
共
創
と
い
う
概
念
が
わ
れ
わ
れ
の
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
事
業
課
題
解
決
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
新
分
野
創
造
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

河
原　

ま
ず
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

河原室長
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観
点
か
ら
見
た
当
社
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
当
社
は
売
り
上
げ
規
模
約
２
兆
円
弱
、
空
調
が
９
割
、

フ
ッ
素
化
学
が
１
割
弱
で
す
。
空
調
と
フ
ッ
素
化
学
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ま
で
成
長
で
き
た
も
の

の
、
こ
の
あ
と
基
幹
事
業
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
新
分
野
事
業
を
立
ち

上
げ
て
い
く
た
め
に
、
異
業
種
の
方
々
、
大
学
や
国
の
研
究
所
の
方
々
、
異
分
野
の
技
術
の
力
を
お
借

り
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
に
初
め
て
、
空
調
事
業
の
地
域
別
売
上
比
率
で
、
日
本
が
ト
ッ
プ
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
米
中
で
の
売
り
上
げ
が
世
界
中
で
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
は
当
社
全
体
の
４
分
の
１
。

グ
ル
ー
プ
は
６
万
人
社
員
が
い
ま
す
が
、
日
本
人
は
約
１
万
人
と
い
っ
た
、
非
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
だ
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
歴
史
を
振
り
返
え
る
と
、
大
阪
金
属
工
業
と
し
て
大
阪
の
地
に
創
業
し
て
90
年
に
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
は
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
加
工
す
る
金
属
加
工
の
会
社
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
化
学
技
術

の
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
製
造
を
始
め
て
、
そ
の
あ
と
機
械
・
電
気
技
術
を
導
入
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン

を
開
発
、
こ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
い
ま
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
90
年
前
の
創
業
時
に
は
、
大

先
輩
の
技
術
者
の
方
々
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
規
事
業
創
出
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を
や
っ
て
き
た
の
だ
な
と
、
最
近
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
経
営
環
境
を
見
て
み
る
と
、
冒
頭
、
元
橋
先
生
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
成

熟
し
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
て
き
た
中
で
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
っ
て
い
ま
す
。
情
報
通
信
技
術
の

変
化
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
設
備
産
業
の
メ
ー
カ
ー
の
業
界
の
事
業
再
編
が
起
こ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

１
年
半
前
に
グ
ー
グ
ル
がN

est

と
い
う
火
災
報
知
器
と
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
の
メ
ー
カ
ー
を
買
収
し
ま

し
た
。
室
内
環
境
デ
ー
タ
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
吸
い
上
げ
て
、
室
内
環
境
制
御
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
バ
ル
は
設
備
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
の
で
す
が
、
グ
ー
グ

ル
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
企
業
が
こ
れ
か
ら
ラ
イ
バ
ル
に
も
な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
な
る
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
認
識
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
成
熟
し
た
中
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
空
調
の
商
品
・
技
術
を
、

モ
ノ
つ
く
り
か
ら
コ
ト
つ
く
り
と
い
う
観
点
で
高
付
加
価
値
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
66
ペ

ー
ジ
図
表
17
参
照
）。
こ
れ
ま
で
エ
ア
コ
ン
は
暖
め
る
、
冷
や
す
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
械
と

し
て
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
頭
が
冴
え
る
、
よ
く
眠
れ
る
、
懐
か
し
い
と
感
じ
る
、

ホ
ッ
と
す
る
、
お
い
し
い
と
感
じ
る
─
─
こ
れ
ら
は
す
べ
て
科
学
的
な
根
拠
が
あ
り
、
空
気
の
温
度
、
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湿
度
、
組
成
、
気
流
の
制
御
に
よ
り
達
成
す
る
こ
と

が
可
能
な
価
値
創
造
で
す
。
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
に

は
当
社
の
技
術
だ
け
で
は
す
べ
て
を
ま
か
な
え
な
い

の
で
、
異
業
種
の
方
々
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
新
し
い
価
値
創
造
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
橋
先
生
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と

い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
技
術
シ
ー
ズ
を
獲
得
す
る

た
め
、
新
規
事
業
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
は
図
表
17
で
示
し
た
成
長
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
１
本

目
の
成
熟
し
た
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
％
上
げ
る
た
め
に
、
よ
り
効
率

次世代技術への挑戦！
・将来的に既存技術にとって代わる技術の開発
・場合によっては、外部からの獲得
（オープンイノベーション）

“モノつくり”領域における競争優位を維持し続けると同時に、
製品にシステム・サービスを加えて、新たな顧客価値の実現を目指す

時間

顧
客
価
値

３つの手段で新たな顧客価値実現！
・協創イノベーション （価値創造型オープンイノベーション）
・デザイン思考
・ビジネスモデルドリブン

競争のフィールド拡大により、
新たなパートナー・ライバルが登場
例；Google の
室内空間制御への参入 

図表 17  �「モノつくり」から「コトつくり」への 
パラダイムシフト
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の
い
い
磁
石
が
ほ
し
い
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
空
気
・
空
間
を

通
し
て
新
し
い
価
値
創
造
、
事
業
創
造
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
や

り
方
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
当
社
内
で
担
当
す
る
人
間
も
違
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
事
業

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
新
し
く
新
分
野
創
造
型
の
ラ
ジ
カ
ル
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
協
創
活
動
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
事
業
シ
ナ
リ
オ
ド
リ

ブ
ン
で
研
究
開
発
計
画
を
立
て
て
い
く
。
失
敗
し
て
も
再
挑
戦
で
き
る
風
土
、
人
材
、
評
価
の
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
並
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

一
点
、
人
材
に
つ
い
て
補
足
を
し
て
お
き
ま
す
。
図
表
18
（
68
ペ
ー
ジ
）
は
当
社
内
で
つ
く
っ
て
い

る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
す
が
、
変
化
を
好
む
・
好
ま
な
い
、
挑
戦
を
好
む
・
好
ま
な
い
、
冷
静
で
あ

る
・
情
熱
的
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
人
の
見
方
を
す
る
と
、
左
下
の
堅
実
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
与
え
た
課
題
に
対
し
て
は
非
常
に
ス
マ
ー
ト
に
優
秀
な
答
え
を
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
出

し
ま
す
が
、
無
茶
な
課
題
に
自
ら
挑
ん
で
い
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
掘
、

育
て
て
い
く
こ
と
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
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リ
ス

ク
の

高
い

挑
戦

を
好

ま
な

い
多

様
な

人
材

の
協

創
が

重
要

で
あ

る
が

、イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

が
急

務
 

直
観

的
で

あ
る

論
理

的
で

あ
る

情
熱

的
で

あ
る

冷
静

で
あ

る

変
化

を
好

ま
な

い
変

化
を

好
む

堅
実

な
エ

ン
ジ

ニ
ア

・
最

も
堅

実
に

結
果

を
出

す
人

材
・

成
功

す
る

こ
と

が
仕

事
の

前
提

条
件

・
日

本
企

業
で

は
最

も
マ

ジ
ョリ

テ
ィ

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
成

功
に

欠
か

せ
な

い
人

材
で

あ
る

が
、参

画
へ

の
納

得
性

が
重

要

コ
ア・イ

ノ
ベ

ー
タ

ー
・

課
題

解
決

型
破

壊
的

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

・
失

敗
を

厭
わ

な
い

 
・

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
成

功
の

キ
ー

を
握

る
実

務
者

・
意

外
と

候
補

者
は

多
く

な
い

・「
月

へ
行

こ
う！」と

い
う

目
標

達
成

に
向

け
ア

ポ
ロ

計
画

を
実

現
さ

せ
る

人
材

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
リ

ー
ダ

ー
・

課
題

設
定

型
破

壊
的

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

・
最

も
求

め
た

い
人

材
だ

が
候

補
者

が
少

な
い

・「
月

へ
行

こ
う！」と

い
う

目
標

設
定

が
で

き
る

、か
つ

皆
を

説
得

で
き

る
人

材
・

構
想

力
に

長
け

た
人

材
で

、全
体

戦
略

と
メ

ン
バ

ー
の

ア
サ

イ
ン

が
で

き
る

ア
イ

デ
ア

マ
ン

・
効

果
的

な
戦

術
を

た
くさ

ん
思

い
つ

く
人

材
・

臨
機

応
変

に
長

け
、そ

の
時

々
の

課
題

に
対

し
て

チ
ー

ム
を

救
う

人
材

挑
戦

を
好

む

図
表

18  イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
実

現
に

向
け

た
人

材
の

多
様

化
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ま
た
、
産
学
連
携
で
は
、
大
阪
大
学
か
ら
冒
頭
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
個
別
の
技
術
委
託
研

究
に
加
え
て
包
括
的
な
協
業
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
と
は
共
同
研
究
講
座
の
第
１
号

と
し
て
10
年
間
続
け
、
文
科
省
の
表
彰
を
い
た
だ
く
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
協

働
研
究
所
の
立
ち
上
げ
と
い
っ
た
こ
と
で
、
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
と
は
、
課
題
設
定
型
で
包
括
連
携
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
未
来
共
同
研
究

室
を
大
学
内
に
立
ち
上
げ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
、
野
菜
工
場
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
て
い
ま
す
。
京
都

大
学
と
は
、
文
理
融
合
で
組
織
対
組
織
、
全
組
織
の
力
を
合
わ
せ
て
、
課
題
解
決
で
は
な
い
新
し
い
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
一
緒
に
創
造
す
る
と
い
う
目
的
で
、
包
括
連
携
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

研
究
者
が
自
分
の
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
技
術
シ
ー
ズ
を
大
学
の
先
生
や
企
業
の
研
究
者

か
ら
探
す
と
い
っ
た
、
専
門
家
に
任
せ
た
ほ
う
が
早
い
も
の
は
専
門
家
に
任
せ
て
お
く
方
針
で
進
め
て

い
ま
す
。
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
に
企
業
と
大
学
両
者
が
持
っ
て
い
る
総
合

的
な
力
を
補
完
し
て
、
い
ま
見
え
て
い
る
課
題
で
は
な
く
て
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
の
設

定
か
ら
一
緒
に
進
め
る
価
値
創
造
型
の
協
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
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こ
う
い
っ
た
組
織
対
組
織
対
応
型
の
協
創
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
組
織
の
ト
ッ
プ
同
士
の
意
気
投

合
、
組
織
の
現
場
第
一
線
の
担
当
者
同
士
の
風
土
や
意
気
投
合
と
い
っ
た
も
の
が
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
京
都
大
学
と
は
、
２
０
１
３
年
に
包
括
連
携
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
に
、
当
時
の
総
長

だ
っ
た
松
本
紘
総
長
と
弊
社
会
長
の
井
上
礼
之
が
意
気
投
合
し
、
い
ま
成
果
創
出
へ
向
け
て
加
速
し
て

い
る
最
中
で
す
。

外
部
と
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
場
づ
く
り

河
原　

当
社
は
関
西
の
滋
賀
、
堺
、
摂
津
に
点
在
し
て
い
た
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
今
回
摂
津
市
に
統

合
し
て
、
新
し
く
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
２
０
１
５
年
11
月
25
日
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
協
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
外
部
の
方
々
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
実
際
に
行
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
場
と
い
う
こ
と
を
非
常
に
意
識
し
て
建
物
を
設
計
し
、
仕

組
み
・
仕
掛
け
も
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
い
ら
し
て
い
る
皆
さ
ま
方
も
こ
れ
を
機
会
に
、
ダ
イ
キ

ン
工
業
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
、
相
手
を
し
て
や
ろ
う
と

な
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
啓
発
館
と
い
う
技
術
・
経
営
判
断
の
歴
史
館
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
数
々
の
産
産
連
携
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
企
業
同
士
で
仕
事
を
す
る
と
き
に
、
技
術
の
補
完
関

係
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
風
土
、
気
質
の
相
性
も
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
啓
発
館
を
見
て
い

た
だ
き
当
社
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
大
型
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３
階
に
は
「
知
の
森
」
と
い
う
名
前
で
当
社
の
商
品
・
技
術
の
オ
ー
プ
ン
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
商
品
と
保
有
し
て
い
る
コ
ア
技
術
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
途
上
の
研
究
開
発

中
の
技
術
を
展
示
し
て
、
実
際
に
商
品
や
技
術
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
話
が
で
き

る
場
所
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

６
階
は
淀
川
か
ら
大
阪
平
野
を
見
渡
せ
る
非
常
に
な
が
め
の
い
い
場
所
で
す
が
、
こ
こ
に
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ラ
ボ
と
い
う
場
所
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
七
つ
の
フ
ェ
ロ
ー
室
を
設
け
て
、
海
外
の

大
学
教
授
に
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
休
暇
の
と
き
に
１
カ
月
滞
在
し
て
も
ら
う
と
か
、
大
学
の
産
学
連
携
本
部

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
と
か
、
当
社
の
中
に
入
り
込
ん
で
一

緒
に
共
同
研
究
を
ご
指
導
い
た
だ
く
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
社
内
の
協
創
の
場
と
し
て
は
４
階
と
５
階
に
、
中
２
階
を
は
さ
ん
で
、
人
が
認
知
で
き
る
と

い
わ
れ
る
30
メ
ー
ト
ル
以
内
に
７
０
０
人
が
集
結
し
て
、
一
体
と
な
っ
て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め

て
い
く
オ
フ
ィ
ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
実
験
棟
に
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
験
設
備
を
そ
ろ
え
、

社
外
か
ら
興
味
を
持
っ
て
使
い
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
も
、
協
創
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
考
え
た
い
。
つ
ま
り
照
明
等
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
さ
れ
て
き
た
中
、
ビ
ル
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
半
分
以
上
は
空
調
が
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
ビ
ル
全
体
、
街
全
体
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に

展
開
す
る
の
は
当
社
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
セ
ン
サ
ー
企
業
や
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
企
業
の

皆
さ
ま
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
に
な
か
っ
た
空
気
・
空
間
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
単
に
暖
め
る
、
冷
や
す
で

は
な
く
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
の
空
気
・
空
間
の
創
造
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
中
で
ご
一
緒
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
々
を
広
く
求
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
ド
ラ
イ
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス

で
は
な
く
、
夢
を
持
っ
た
現
場
第
一
線
で
の
研
究
者
同
士
が
、
ど
れ
だ
け
本
気
で
ぶ
つ
か
り
合
え
る
か
、
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意
気
投
合
で
き
る
か
と
い
っ
た
人
と
人
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
協
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
社
内
、
社
外
の
人
材
が
渾
然
一
体
と

な
っ
て
、
フ
ラ
ッ
ト
に
、
同
じ
会
社
の
人
間
の
よ
う
に
腹
を
割
っ
て
話
し
合
う
こ
と
か
ら
新
し
い
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
こ
う
い
っ
た
場
所
を
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
当
然
当
社
の
た
め
に
来
て
く
だ
さ
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、W

in-W
in

の
関
係
で
な
い
と
絶
対
に
続
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
て
い
た
だ

く
皆
さ
ま
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
出
せ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
来
て
い
た
だ
い
た
ら
、
少
な
く

と
も
空
調
と
フ
ッ
素
化
学
に
つ
い
て
は
世
界
最
先
端
レ
ベ
ル
の
情
報
、
テ
ー
マ
、
人
材
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
会
社
や
大
学
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
双

方W
in-W

in

で
あ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
形
で
、
こ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

元
橋　

中
野
さ
ん
、
松
本
さ
ん
、
河
原
さ
ん
か
ら
、
大
学
あ
る
い
は
企
業
の
中
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
尾
さ
ん
は
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
委
員
と
し
て
一
緒
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に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
わ
け
で
す
が
、
わ
れ
わ

れ
の
研
究
成
果
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
ご
自
身
の
感

想
も
含
め
て
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し
い
仕
掛
け
と

運
用
方
法

西
尾　

お
三
方
は
、
新
し
い
仕
掛
け
を
大
学
あ
る
い

は
企
業
の
立
場
で
つ
く
ら
れ
、
実
際
に
運
用
し
て
、

回
し
て
、
発
展
さ
せ
て
い
る
と
い
う
お
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
仕
掛
け
と
い
う
意
味
で
、
文
科
省
が
何
か

つ
く
っ
た
か
ら
や
り
ま
す
で
は
な
く
て
、
大
阪
大
学

で
は
大
学
が
独
自
に
制
度
を
つ
く
っ
た
。
例
え
ば
い

ま
ま
で
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
や
っ
て
い
た
も
の
に
枠
を
は

西尾研究副主幹

74



め
る
と
い
う
よ
り
は
、
企
業
と
大
学
の
関
係
を
新
し
い
関
係
に
す
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
し
か
も
、

そ
の
仕
組
み
を
つ
く
る
ベ
ー
ス
と
な
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

つ
く
っ
た
上
で
、
こ
の
制
度
を
整
え
た
と
こ
ろ
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

企
業
が
実
際
何
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
き
に
、
先
ほ
ど
ダ
イ
キ
ン
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、

中
野
先
生
の
お
話
で
は
、
日
立
造
船
、
あ
る
い
は
マ
イ
ク
ロ
波
化
学
の
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い

る
共
同
研
究
講
座
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
企
業
側
が
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
さ
せ
な
い
と
、
そ
の
共
同
研
究
講
座
は
ま
っ
た
く
使
い
こ
な
せ
な
い
仕
組
み
で
は
な
い
か
。

し
か
も
大
学
に
拠
点
を
置
い
て
、
社
員
を
派
遣
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
称
号
が
あ
る
に
し
て
も
、
教
授

と
し
て
、
ト
ッ
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
教
授
の
人
材
、
力
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
、
そ
の
場
合
、
例
え
ば
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ス
パ
ナ
ー
と
い
う
か
、
単
に
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い
う
よ
り
は
、
大
阪
大
学
で
の
活
動
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
く
人

を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
つ
の
結
果
と
し
て
、
横
の
連
携
と
い
う
と
こ
ろ
で
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
企
業
間
の
共
同
研
究
が
共
同
研
究
講
座
制
度
か
ら
い
く
つ
か
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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大
阪
ガ
ス
の
ケ
ー
ス
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

い
る
。
そ
の
仕
組
み
も
、
自
社
に
と
っ
て
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
公
開
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
社
が

持
っ
て
い
る
技
術
を
公
開
し
て
い
る
。
一
般
に
外
の
技
術
を
中
に
持
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に

多
い
。
む
し
ろ
自
分
の
と
こ
ろ
で
開
発
し
た
も
の
を
ど
う
外
に
出
し
て
い
く
か
。
そ
れ
を
使
っ
て
ど
う

一
緒
に
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
も
少
な
い
の
で
す
が
、
大
阪
ガ
ス
の
場
合
は
そ
の

部
分
も
最
近
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
の
判
断
だ
け
で
は
な
く
て
、
松
本
さ
ん
の
よ
う
な
方
が
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
の

は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
イ
ン
シ
グ
マ
の
例
が
あ
り
ま
し
た
が
、
外
に
あ
る
も
の
を

い
ろ
い
ろ
と
使
っ
て
い
こ
う
。
あ
る
い
は
全
国
で
マ
ッ
チ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
。
そ
れ
は
単
に
大

阪
ガ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
、
あ
る
い
は
技
術
を
伝
え
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
非
常
に
考
え
ら
れ
た
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

ダ
イ
キ
ン
の
ケ
ー
ス
は
大
学
と
の
連
携
が
中
心
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
重
要
だ
な
と

思
っ
た
の
は
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
河
原
さ
ん
の
よ
う
な
方
の
人
材
だ
け
で
は
な

く
て
、
担
当
の
技
術
者
あ
る
い
は
研
究
者
に
ど
う
い
う
人
材
が
必
要
か
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
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ま
し
た
。
図
表
18
（
68
ペ
ー
ジ
）
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
い
え
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
あ
る
い

は
コ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
の
人
材
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

大
阪
大
学
の
共
同
研
究
講
座
で
教
授
を
や
ら
れ
て
い
る
ダ
イ
キ
ン
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
は
非
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
の

は
、
大
阪
大
学
の
中
だ
け
で
は
な
く
て
、
自
社
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
部
の
方
、
あ
る
い
は
生
産
の
方
と

も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
さ
れ
て
い
る
し
、
大
阪
大
学
の
先
生
、
あ
る
い
は
共
同
研
究
講
座
間
と
い
う
形
で

す
。
お
会
い
し
た
と
き
に
産
学
連
携
で
お
会
い
す
る
企
業
の
方
と
は
全
然
違
う
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。

い
ま
河
原
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
そ
う
い
う
方
を
育
て
て
い
っ
て
い
る
の
だ
な
と
理
解
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
大
学
を
使
う
場
合
、
大
学
と
い
う
の
は
工
学
部
や
理
学
部
、
あ
る
い
は
医

学
部
だ
け
で
は
な
く
て
、
文
系
の
方
が
い
る
わ
け
で
す
。
元
橋
先
生
か
ら
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
業
界
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
知
を
活

用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
人
文
社
会
系
の
専
門
家
の
能
力
と
い
う
か
人
材
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

産
学
連
携
を
考
え
て
い
く
上
で
、
多
様
な
専
門
分
野
を
見
据
え
て
大
学
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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元
橋　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
新
し
い
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
ま
さ
し

く
西
尾
さ
ん
が
言
わ
れ
た
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
点
の
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

ほ
う
か
ら
お
三
方
に
対
し
て
順
番
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
身
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
ず
中
野
さ
ん
の
協
働
研
究
所
で
す
が
、
い
ま
ま
で
は
大
学
の
教
員
が
ヘ
ッ
ド
で
、
そ
こ
に
企
業
が

研
究
員
を
派
遣
す
る
と
い
う
の
が
共
同
研
究
で
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
は
企
業
か
ら
来
た
人
が
ヘ
ッ
ド
で

や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
企
業
が
大
学
に
求
め
る
も
の
は
、
大
学
の
中
の
技
術
や
研
究
、
人
材
と
い
う

の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
学
側
に
何
ら
か
の
技
術
的
な
シ
ー
ズ
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
で
共
同
研
究
が
始
ま
る
こ
と
が
お
そ
ら
く
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
共
同
研
究
の

シ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
人
は
大
学
の
教
員
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
的
な
共
同
研
究
か
ら
協
働
研
究

に
移
行
す
る
と
い
う
と
き
に
、
も
と
も
と
の
大
学
の
技
術
が
例
え
ば
知
財
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
そ
の

技
術
を
取
り
に
い
く
、
そ
こ
に
大
学
の
中
の
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ

の
あ
た
り
を
も
う
少
し
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
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協
働
研
究
所
制
度
の
活
用

中
野　

協
働
研
究
所
の
活
用
の
仕
方
は
企
業
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
大
学
側
の
研
究
者
は
最
低
２
〜
３
人
は

必
ず
入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
自
主
研
究
中
心
と
い

う
協
働
研
究
所
が
あ
っ
て
、
本
社
か
ら
大
学
に
い
る

意
味
は
何
だ
と
問
わ
れ
て
、
大
学
の
中
の
新
技
術
の

探
索
を
始
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

大
学
に
い
る
意
味
は
、
大
学
の
中
の
資
源
を
活
用

で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
よ
く
い
わ
れ
る
の
は
、
本

社
か
ら
の
距
離
が
近
い
よ
う
で
遠
い
ぐ
ら
い
が
ち
ょ

う
ど
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
学
の
基
礎
研
究
寄

り
の
機
能
が
会
社
の
中
で
認
め
ら
れ
た
上
で
派
遣
さ

れ
て
き
て
い
る
の
で
、
企
業
の
研
究
所
で
や
っ
て
い

る
こ
と
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
フ
ェ
ー
ズ
で
や
っ
て
い
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る
と
い
う
認
識
を
皆
さ
ん
持
た
れ
て
い
ま
す
。
幅
は
あ
る
の
で
す
が
、
大
学
が
や
っ
て
い
る
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
人
た
ち
と
協
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
感

じ
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
大
学
の
先
生
が
入
っ
て
な
い
例
は
な
く
て
、
少
な
く
と
も
日
々
の
や
り

取
り
の
中
で
大
学
側
も
企
業
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
こ
で
協
議
を
し
て
研
究
内
容
を
決
め
て
い
る
と

い
う
の
が
実
態
で
す
。

元
橋　

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
研
究
と
い
う
の
は
、
企
業
か
ら
テ
ー
マ
が
あ
っ
て
大
学
が
や
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
野　

基
本
的
に
は
そ
う
な
の
で
す
が
、
協
働
研
究
所
の
場
合
は
、
企
業
側
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
テ
ー

マ
で
や
っ
て
お
り
、
最
初
は
大
学
側
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
い
な
い
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

元
橋　

話
の
流
れ
か
ら
、
河
原
さ
ん
に
先
に
伺
い
ま
す
が
、
河
原
さ
ん
は
大
学
で
は
な
く
て
企
業
の
中

に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
う
形
で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
場

所
を
つ
く
る
こ
と
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
大
学
の
場
合
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ

ン
パ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
の
中
に
企
業
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
研
究
所
が
で
き
る
。
ダ
イ
キ
ン

も
大
学
の
中
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
違
い
は
何
で
す
か
。
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河
原　

包
括
連
携
し
て
い
る
大
学
の
中
に
は
駐
在
者
を
置
い
て
、
大
学
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
っ
て
探
し
て
回
っ
て
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
技
術
シ
ー
ズ
の
探
索
を
や
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
か

ら
は
高
い
知
見
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
提
案
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
、
異
業
種
の
方
々
か
ら
は
違

う
部
品
や
材
料
、
違
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、
そ
も
そ
も
あ
っ
た
課
題
の
解

決
で
は
な
く
て
、
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
融
合
し
な
が
ら
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
何
か
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
て
、
来
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
価
値
が
あ
る
場
所
づ
く
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
い
ま
ち
ょ

う
ど
最
終
企
画
を
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
重
要
な
役
割

元
橋　

松
本
さ
ん
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
教
育
も
さ
れ
て
い
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
で
は
第

一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
後
の
ほ
う
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
う

言
葉
を
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
人
が
、

ど
こ
に
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。
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松
本　

一
つ
は
、
大
学
や
公
的
研
究
機
関
の
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
す
ば
ら
し
い
シ
ー
ズ
を
ど
う
企
業

が
活
用
す
る
か
と
い
っ
た
と
き
に
、
日
本
で
は
う
ま
く
い
っ
て
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
欧
米
で
は
、
大

学
の
中
に
そ
う
い
う
役
割
の
方
が
結
構
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
日
本
と
は
大
き
く
違
う
。
産
学

連
携
部
門
だ
け
で
で
き
る
か
と
い
う
と
、
非
常
に
難
し
い
。
民
間
企
業
で
そ
う
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
や
る
と
こ
ろ
が
出
て
こ
な
い
と
、
か
な
り
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
と
い
う
の
は
企
業
か
ら
見
る
と
自
社
に
と
っ
て
ダ
イ
ヤ
の

原
石
な
の
か
、
た
だ
の
黒
い
石
こ
ろ
な
の
か
が
見
え
な
い
。
非
常
に
確
率
の
低
い
こ
と
を
や
る
の
は
、

か
な
り
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
少
し
磨
く
と
い
う
作
業
が
い
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
バ
テ

ル
（B

attelle

）
な
ど
磨
く
作
業
の
担
い
手
が
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
。
磨
い
て
企
業
に
つ
な
ぐ
橋
渡
し
役
が

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
い
ま
成
り
立
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
や
る
と
こ
ろ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
大
学
の
研
究
を
少
し
磨
き
、
大
阪
ガ
ス
に
と
っ
て
ダ

イ
ヤ
の
原
石
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
が
見
え
さ
え
す
れ
ば
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
こ
の
担
い
手
が
日

本
に
は
な
か
な
か
い
な
い
と
い
う
の
が
一
つ
で
す
。
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手
前
み
そ
で
す
が
、
Ｋ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
大
阪
ガ
ス
の
グ
ル
ー
プ
会
社
が
、
萌
芽
研
究
で
大
学
の
お
も
し

ろ
い
研
究
シ
ー
ズ
を
見
つ
け
て
き
て
、
委
託
研
究
し
て
ち
ょ
っ
と
磨
い
て
企
業
に
つ
な
い
で
受
託
に
つ

な
げ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ｋ
Ｒ
Ｉ
と
い
う
会
社
も
一
部
の
強
み
し
か
な
い
の
で
、

範
囲
は
限
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
磨
く
機
能
の
あ
る
と
こ
ろ
を
束
ね
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
や
る
よ
う

な
と
こ
ろ
が
日
本
に
で
き
れ
ば
、
産
学
連
携
が
非
常
に
進
む
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
難
し
い
か
と
い
う
と
、
大
学
の
シ
ー
ズ
の
分
析
が
で
き
な
い
と
企
業
に
提
案
で
き
な
い
。
産
学

連
携
の
方
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
く
。
で
も
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
果
た
し
て
企
業
の
Ｒ

＆
Ｄ
の
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
で
き
る
か
。
企
業
側
の
Ｒ
＆
Ｄ
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
し
て
理
解
で
き
て
な
い

と
つ
な
げ
な
い
。
逆
に
、
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
室
み
た
い
な
と
こ
ろ
は
企
業
の
分
析
は
で
き

て
も
、
大
学
の
シ
ー
ズ
の
分
析
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
う
ま
く
つ
な
ぐ
機
能
を
、
民
間
企
業
で
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
や
る
と
こ
ろ
が
日
本
で
出
て
き
て
ほ
し
い
。
願
望
で
す
。

元
橋　

松
本
さ
ん
の
話
で
非
常
に
具
体
的
な
こ
と
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
追
っ
て

い
く
と
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ず
視
点
を
産
学
連
携
に
絞
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

大
学
に
技
術
の
ネ
タ
が
あ
っ
て
、
企
業
の
中
で
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
商
品
開
発
、
収
益
化
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を
や
っ
て
い
る
。
そ
の
橋
渡
し
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
、
い
ま
日
本
で
は
あ
ま
り
な
い
け
れ
ど
も
、
大
学

で
も
大
企
業
で
も
な
く
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
う
か
、
大
学
の
技
術
を
磨
く
人
が

い
る
企
業
が
で
き
れ
ば
い
い
。
で
は
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
。
日
本
に
な
い
の
は

人
材
の
流
動
性
と
い
う
か
、
雇
用
シ
ス
テ
ム
や
い
ろ
い
ろ
な
面
で
流
動
性
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
立
ち
上
げ
に
く
い
と
い
う
か
、
環
境
的
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
そ
う
い

う
中
で
、
大
学
の
中
で
育
て
て
、
い
か
に
そ
こ
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
さ
せ
る
の
か
。
ど
う
や
っ
て
こ
れ

を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
る
と
き
に
、
現
実
的
な
や
り
方
と
し
て
ど
う
い
う
の
が
あ
る
の
か
を

ち
ょ
っ
と
考
え
た
い
。

　

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
対
す
る
質
問
で
す
が
、
大
学
の
中
で
で
き
る
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
も
そ
の
一
つ
だ
し
、
あ

る
い
は
企
業
の
中
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
新
し
い
企
業
が
で
き
て
い
く
の
か
。
松
本
さ
ん
、
最
初
に

お
願
い
し
ま
す
。

松
本　

例
え
ば
国
立
研
究
所
が
橋
渡
し
役
を
や
る
と
い
う
方
針
を
い
ま
立
て
て
い
ま
す
。
理
化
学
研
究

所
も
そ
う
で
す
し
、
産
総
研
も
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
れ
は
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

が
で
き
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
や
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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大
学
の
中
で
そ
れ
を
つ
く
ろ
う
と
か
、
企
業
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
が
ど
ん
ど
ん
出
て

き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
部
門
で
全
部
完
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
、

企
業
と
大
学
、
公
的
研
究
機
関
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
門
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
相
変
わ
ら
ず
埋
ま
っ
て
な

い
。
埋
め
る
担
い
手
が
必
要
で
、
そ
れ
は
大
学
側
に
偏
っ
て
も
だ
め
だ
し
、
企
業
側
に
偏
っ
て
も
だ
め

な
の
で
、
例
え
ば
大
阪
大
学
の
フ
ァ
ン
ド
を
使
っ
て
、
そ
う
い
う
事
業
体
を
み
ん
な
で
つ
く
る
。
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
た
い
。
産
学
連
携
を
も
っ
と
進
め
た
い
と
い
う
大
手
企
業
が
例
え
ば
10

社
と
か
20
社
集
ま
っ
て
、
新
し
い
形
を
つ
く
る
と
い
う
の
も
あ
り
得
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

元
橋　

非
常
に
具
体
的
な
ご
提
案
で
す
。
こ
れ
は
中
野
さ
ん
に
特
に
お
う
か
が
い
し
た
い
の
で
す
が
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
企

業
の
方
に
大
学
の
中
に
入
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、
大
学
の
中
の
や
り
方
が
わ
か
り
な
が
ら
研
究
を
そ

こ
で
活
用
す
る
。
し
か
も
、
先
ほ
ど
本
社
と
の
距
離
と
い
い
ま
し
た
が
、
大
学
の
中
で
は
な
く
て
企
業

か
ら
来
て
い
る
の
で
、
企
業
サ
イ
ド
か
ら
は
当
然
、
会
社
の
中
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
原
石
を
も
の
に
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
大
学
の
中
に
い
て
松
本
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
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た
よ
う
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
た
の
で
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
野　

そ
こ
は
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
シ
ー
ズ
と
企
業
あ
る
い
は
社
会
を
つ
な

ぐ
機
能
を
大
学
が
持
つ
べ
き
だ
と
か
、
産
学
連
携
本
部
が
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
あ
る
の
で
す
が
、

理
科
系
７
研
究
所
が
あ
る
よ
う
な
総
合
大
学
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
は
難

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
考
え
方
は
、
そ
の
機
能
を

企
業
の
方
が
来
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
、
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
飛
び
越
え
た
話
で
、

実
際
ダ
イ
キ
ン
か
ら
来
ら
れ
た
先
生
は
、
各
学
部
、
研
究
所
を
走
り
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
企
業
側
で

ど
う
さ
れ
て
い
る
か
は
つ
ま
び
ら
か
に
は
知
ら
な
い
で
す
が
、
そ
こ
で
は
フ
ッ
素
化
学
と
い
う
テ
ー
マ

に
絞
ら
れ
て
、
そ
こ
に
関
係
し
て
き
そ
う
な
先
生
の
と
こ
ろ
を
全
部
回
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
マ
ッ

チ
ン
グ
機
能
は
、
企
業
の
方
に
こ
の
制
度
の
中
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

１
６
６
億
の
出
資
金
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
な
げ
と
政
府
か
ら
い
わ
れ
て

お
り
、
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
の
知
財
戦
略
と
、
自
分
た
ち
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
、
そ
れ
か
ら
ハ

ン
ズ
オ
ン
支
援
の
機
能
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
分
野
を
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絞
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
一
般
的
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
け
れ

ど
も
、
各
個
撃
破
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
い
ま
の
状
況
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は

元
橋　

河
原
さ
ん
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
企
業
に
あ
る
意
味
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
と
拝
見
し
た
の
で
す
が
、
当
然
企
業
な
の
で
、
事
業
貢
献
を
ど
う
す
る
の
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
価
値
創
造
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
事
業
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
も
非
常
に
難
し
い
類
に
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
か
な
り
長
期
的

な
形
で
実
現
し
て
い
く
と
い
う
取
り
組
み
で
、
文
理
融
合
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
企
業
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
い
か
に
そ
れ
を
本
当
の
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
い
ま
の
お
考
え
、
何
か
あ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

河
原　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
か
新
事
業
の
つ
く
り
方
に
正
解
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
準
備
の
段
階
で
、
こ
の
数
年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
し
て
い
ま
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す
。
建
物
が
建
つ
の
は
来
月
で
す
が
、
活
動
と
し
て
は
す
で
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
技

術
シ
ー
ズ
を
探
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
松
本
さ
ん
が
先
駆
者
と
し
て
引
っ
張
っ
て
こ
ら
れ

た
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
で
や
っ
て
い
け
ば
進
む
だ
ろ
う
と
い
う
実
感
が
持
て
ま
す
。

　

新
事
業
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
は
、
も
ち
ろ
ん
正
解
は
な
い
の
で
す
が
、
例
え

ば
具
体
的
な
例
で
言
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
、
ビ
ル
全
体
の
ト
ー
タ
ル

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
た
い
と
い
う
意
思
を
持
っ
た
と
き
に
、
制
御
ビ
ジ

ネ
ス
屋
さ
ん
と
、
Ｉ
Ｔ
企
業
屋
さ
ん
と
、
セ
ン
サ
ー
屋
さ
ん
と
、
ビ
ル
の
建
築
を
考
え
る
大
学
の
建
築

学
科
の
先
生
と
一
緒
に
何
か
を
考
え
よ
う
と
い
う
お
題
設
定
は
、
例
え
ば
う
ち
の
熱
交
換
器
の
効
率
を

１
％
上
げ
た
い
か
ら
ア
ル
ミ
に
ど
ん
な
表
面
処
理
を
し
た
ら
熱
伝
達
効
率
が
上
が
る
か
と
い
う
お
題
設

定
と
ま
っ
た
く
違
う
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
か
価
値
創
造
そ
の
も
の
を
具
体
的
な
目
的
に
し
て
、
手
段
を
可

能
性
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
ま
っ
て
考
え
る
と
い
う
た
め
に
は
、
非
常
に
親
密
に
腹
を
割
っ
て
、
知

財
や
、
成
功
し
て
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
も
納
得
し
合
っ
て
、
安
心
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
、
そ
れ
を
一
緒
に
遂
行
で
き
る
場
が
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
づ
く
り
を
し
た
い
。
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こ
れ
は
別
に
当
社
の
工
場
内
に
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
阪
大
学
の
棟
の

中
で
も
い
い
し
、
も
っ
と
公
の
場
所
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
の
姿
を
共
同
で
夢
を
描
い
て
、

安
心
し
合
っ
て
、
知
財
の
取
り
合
い
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
組
織
と
し
て
持
っ
て
い
る
知

恵
を
全
部
出
し
合
っ
て
、
い
ま
な
い
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
い
く
つ
か
は

ト
ラ
イ
を
始
め
て
い
る
状
況
で
す
。

松
本　

ダ
イ
キ
ン
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
み
た
い
な
機
能
を
内
部
に
う
ま
く
ビ
ル
ト
イ
ン

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ッ
シ
ュ
型
な
の
か
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ル
型
な
の
か
。
わ
れ
わ
れ
も
、
去
年
は
技
術
起
点

に
や
ろ
う
と
か
、
今
年
は
と
に
か
く
ニ
ー
ズ
起
点
で
や
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
、
実
は
年
々
振
っ
て
い
ま

す
が
、
両
方
と
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
や
は
り
両
方
の
ぶ
つ
け
合
い
が
必
要
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
あ
る
程
度
想
定
し
て
、
こ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
う
ま
く
集
め
て
、
い
ろ
い

ろ
な
ニ
ー
ズ
側
、
シ
ー
ズ
側
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
議
論
す
る
中
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
と

い
う
よ
う
な
場
づ
く
り
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
役
割
で
す
。
ダ
イ
キ
ン
は
そ
れ
を
自
分

た
ち
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
役
割
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
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と
思
い
ま
す
。

　

ま
と
め
る
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事
で
、
わ
れ
わ
れ
は
一
昨
年
ま
で
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
主
催
の
「
産
か
ら
学

へ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
東
京
で
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
つ
な
が
ら
な
い
の
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ど
ん
な
大
学
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
。
単
一
の
大
学
し
か
来
な
い
。
実
は
去
年
、

岡
山
大
学
と
鳥
取
大
学
が
中
国
エ
リ
ア
の
大
学
・
高
専
29
機
関
を
全
部
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
。
全
部
の

産
連
本
部
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
集
め
る
か
ら
「
産
か
ら
学
へ
」
の
プ
レ
ゼ
ン
を
や
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
っ
て
、
行
っ
た
ら
、
29
機
関
全
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。
地
域
と
か
、
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る
と
き
に
い
か
に
効
率
が
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

シ
ー
ズ
側
も
ま
と
め
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
で
、
単
一
の
大
学
で
は
な
く
て
、
で
き
れ
ば
ま

と
め
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
関
西
を
大
阪
大
学
が
基
点
に
な
っ
て
ま
と
め
上
げ
る
と
、
お
そ
ら
く
企

業
も
そ
の
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
来
る
と
思
い
ま
す
。
大
手
企
業
側
も
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
こ
れ
か
ら
や
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
増
え
て
く
る
の
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
想
定
し
て

多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
ま
と
ま
る
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
組
織
を
つ
く
る
と
こ
ろ
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
大
手
の
方
々
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
と
い
う
の
も
非
常
に
大
事
で
す
。
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デ
ュ
ポ
ン
な
ど
は
も
う
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
想
定
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ま
で
描
き
、
材
料

の
基
礎
研
究
段
階
か
ら
デ
ュ
ポ
ン
と
一
緒
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
と
い
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
彼
ら
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
で
す
。
あ
あ
い
う
形
の
日
本
的
な
も
の
を
つ
く
る

の
が
、
こ
れ
か
ら
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誰
が
ま
と
め
る
か

元
橋　

西
尾
さ
ん
に
伺
い
ま
す
が
、
事
業
会
社
だ
と
商
売
し
て
い
る
の
で
競
合
相
手
が
当
然
い
ま
す
。

ま
と
め
る
と
き
に
商
売
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
障
害
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
。
大
学
は
、
公
的
な
色
が

な
い
と
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
会
社
は
そ
れ
を
生
業
と
し
て
、

実
際
に
工
場
で
も
の
を
つ
く
っ
て
売
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
あ
る
意
味
中
間
的
な
立
場
と
し

て
や
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
産
学
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
公
的
機
関
が
入
っ
た
り
、
あ
る
い
は
大
学
が
入
っ
て
企

業
が
複
数
集
ま
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
す
と
き
に
、
大
学
の
先
生
が
ヘ
ッ
ド
と
い
う
の
が
多
い
の
で

す
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
結
構
あ
っ
て
、
最
終
的
に
収
益
化
に
つ
な
げ
て
い
く
企
業
が
リ
ー
ド
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を
取
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
わ
け
で
す
。
西
尾
さ
ん
は
産
学
連
携
な
ど
い
ろ

い
ろ
研
究
さ
れ
て
い
て
、
海
外
の
こ
と
も
お
詳
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
誰
が
ま
と
め
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

西
尾　

技
術
の
段
階
に
よ
っ
て
主
導
す
る
人
が
大
学
側
か
企
業
側
か
は
、
当
然
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
日
本
で
、
事
業
化
が
見
え
て
く
る
段
階
で
、
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
企
業
の

人
が
本
当
に
ヘ
ッ
ド
に
な
れ
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
大

学
の
先
生
で
あ
っ
て
も
、
サ
イ
エ
ン
ス
だ
け
と
か
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
、

自
分
の
成
果
を
実
際
に
世
の
中
に
出
し
て
い
く
能
力
が
必
要
で
す
。
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
を
や
る
能
力
で
は
な
く
て
、
自
分
の
成
果
を
ど
う
や
っ
て
実
用
化
す
る
か
と
い
う
プ
ラ
ン
や
戦
略

を
、
あ
る
程
度
考
え
ら
れ
る
人
で
す
。
そ
う
い
う
人
と
企
業
が
一
緒
に
や
っ
て
い
け
ば
、
大
学
と
い
う

場
で
成
果
が
事
業
化
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う
の
が
、
何
人
か
の
先
生
の
話
を
聞
い
た
と

き
に
感
じ
た
私
の
印
象
で
す
。
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日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と

元
橋　

今
回
は
日
本
型
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
型
と
い
う
の
が
あ
る
の

か
な
い
の
か
と
い
う
議
論
は
あ
る
の
で
す
が
、
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
、
日
本
の
経
済
シ

ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
と
き
に
、
こ
れ
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

を
一
言
ず
つ
お
伺
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

中
野　

大
学
と
企
業
を
つ
な
ぐ
の
が
産
学
連
携
で
、
産
学
連
携
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
す
が
、
そ
れ
が

で
き
る
人
材
が
と
に
か
く
少
な
い
の
が
日
本
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
企
業
両
方
の
こ
と
を
わ

か
っ
て
進
め
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
必
要
で
、
共
同
研
究
講
座
、
協
働
研
究
所
の
中
で
は
、
少
な
く
と
も

20
人
ぐ
ら
い
の
企
業
の
人
が
大
学
を
使
い
倒
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
企

業
に
戻
っ
た
あ
と
も
ち
ゃ
ん
と
評
価
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
仕
事
を
す
る
と
い
う
の
が
前
提
で
す
が
、
両

方
を
つ
な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
人
が
必
要
で
す
。

　

大
阪
大
学
は
幸
か
不
幸
か
Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
技
術
移
転
機
関
）
が
な
い
の
で
、
産
学
連
携
本
部
の
知
財
部
が

や
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
そ
う
い
う
戦
略
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
で
す
。

出
資
事
業
を
や
る
た
め
に
も
そ
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
人
が
育
っ
て
き
て
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い
る
。
大
阪
大
学
の
知
財
部
が
交
渉
の
と
き
に
何
を
い
い
そ
う
か
と
か
、
あ
る
い
は
自
分
の
技
術
を
使

え
と
い
っ
て
い
る
先
生
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
と
か
、
大
学
と
や
る
こ
と
を
断
念
す
る
原

因
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
、
産
学
連
携
本
部
は
企
業
寄
り
で
考
え
て
大
学
の
中
で
孤
立
す

る
場
合
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
大
学
、
企
業
の
両
方
に
た
ま
っ
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。

　

大
学
の
中
も
産
学
連
携
本
部
だ
け
が
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
、
産
学
連
携
と
い
う
だ
け
で
予
算
が
取

れ
る
時
代
は
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
語
る
こ

と
に
な
る
か
ら
、
大
学
の
各
部
局
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
い
う
こ
と
が
わ
か
る
先
生
が
い
て
、
企
業
と
対
等

に
話
が
で
き
る
状
況
に
な
ら
な
い
と
、
産
学
連
携
は
実
質
的
に
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

人
材
流
動
化
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
大
学
と
企
業
、
あ
る
い
は
政
府
を
行
き
来
す
る

人
の
桁
を
こ
れ
か
ら
増
や
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
を
進
め
る
た
め
に
、
国
も
ク
ロ
ス
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
研
究
の
責
任
者
と
し
て
大
阪

大
学
共
同
研
究
講
座
の
教
授
で
行
っ
て
く
れ
と
い
う
内
示
を
出
し
た
と
き
に
、「
そ
れ
何
で
す
か
」と
い

わ
れ
る
状
況
で
は
、
人
材
の
流
動
化
は
進
み
ま
せ
ん
。
大
学
側
の
説
明
、
広
報
が
悪
い
と
い
う
問
題
は
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あ
り
ま
す
が
、
状
況
を
現
場
か
ら
改
善
し
な
い
と
本
当
の
産
学
連
携
は
進
ま
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本　

も
っ
と
企
業
、
大
学
が
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
仕
組
み
や
機
能
が
な
い
と
い

け
な
い
。
大
阪
大
学
は
非
常
に
柔
軟
で
、
私
も
招
聘
教
授
で
学
生
を
教
え
て
い
る
の
で
す
が
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
班
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、
私
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
課
題
を
持
ち
込
む
こ
と
を
大
阪
大
学
が
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
か
な
り

の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
キ
ン
が
目
指
し
て
い
る
よ
う
な
形
で
す
が
、
逆
に
大
学
の
先
生
に
も

企
業
に
来
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
こ
の
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
私
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
出
し
た
バ
イ
ブ
ル
は
チ
ェ
ス
ブ
ロ
ウ
で
は

な
く
て
、
実
は
マ
イ
ケ
ル
・
ク
ス
マ
ノ
と
い
う
経
営
学
者
で
す
。
彼
の
『
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
』（
ア
ナ
ベ
ル
・
ガ
ワ
ー
と
の
共
著
）で
は
、
最
終
製
品
を
つ
く
っ
て
な
い
イ
ン
テ
ル
が
パ

ソ
コ
ン
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
握
れ
た
か
と
い
う
と
、
新
し
い
市
場
を
イ
ン
テ
ル
が
つ
く
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、「
イ
ン
テ
ル
あ
り
が
と
う
」と
い
う
こ
と
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
握
れ
た
。
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ク
ス
マ
ノ
が
い
う
に
は
、
い
ま
や
１
対
１
で
な
い
も
の
が
多
い
。
Ｎ
対
Ｎ
の
日
本
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
型
で
は
か
え
っ
て
遅
く
な
る
一
方
で
、
１
対
Ｎ
が
い
い
。
１
と
い
う
の
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
つ
ま

り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
自
ら
つ
く
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
れ
る
必

要
条
件
は
、
い
ま
ま
で
は
技
術
が
圧
倒
的
に
強
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
場

を
自
ら
が
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
米
国
型
だ
と
思
う
の
で
す
。
日
本
で
こ
れ
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
握
っ
た
企
業
に
情
報
が
す
べ
て
集
約
さ
れ
る
の
で
、
か
な
り
警
戒
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

企
業
だ
け
が
集
ま
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
、
ど
こ
か
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
る
と
い

う
こ
と
が
日
本
で
は
非
常
に
難
し
い
。
従
っ
て
日
本
で
は
第
三
者
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
推
進
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
大
学
の
シ
ー
ズ

を
う
ま
く
つ
な
ぐ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
反
論
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

河
原　

社
内
で
言
う
と
、
研
究
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
手
段
な
の
だ
と
割
り
切
る
と
い
う
研
究
員
自
身
の

意
識
改
革
で
す
。
産
学
で
は
、
先
ほ
ど
中
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
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ン
ト
メ
ン
ト
制
度
が
一
つ
の
突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
非
常
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
先
生
に
企

業
の
中
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
実
現
す
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

産
産
で
は
、
ア
ー
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
でW

in-W
in

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
描
け
て
、
こ
れ
が
成
功
し
た

ら
お
互
い
夢
が
か
な
う
と
思
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
を
通
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
の
す
ご
く
大
切
な
一
つ
の
基
軸
だ
と

思
い
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
自
身
は
目
的
で
は
な
く
手
段
で
す
。
自
前
で
す
ば
や
く
で

き
る
の
だ
っ
た
ら
自
前
で
や
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
か
ら
、
相
手
が
大
学
で
あ
れ
、
産
産
で
あ
れ
、
目
的

と
い
う
か
、
夢
と
い
う
か
、
何
を
や
り
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
共
有
化
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
も
突

破
し
て
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

西
尾　

皆
さ
ん
、
人
の
流
動
性
、
あ
る
い
は
行
き
来
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
、
今
日

の
事
例
で
も
、
ダ
イ
キ
ン
と
大
阪
大
学
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
立
地
共
有
が
非
常
に
重
要
で
し
ょ
う
。

物
理
的
な
部
分
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て
場
づ
く
り
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
と
い
う
か
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
、

あ
る
い
は
社
内
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
段
と
し
て
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
今
日
は
あ
ま
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り
お
話
が
出
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
意
識
改
革
あ
る
い
は
風
土
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
が
な
い
限
り
、
お
話
し
し
た
よ
う
な
こ
と
は
な
か
な
か
実
現
し
に
く
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

元
橋　

最
後
に
今
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
組
織
間
の
壁
の
存
在
や
人
材
流
動
が
低
い
の
が
日
本
の
仕
組
み
の
一
つ
の
特
徴
で
す
。
大
阪

大
学
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
、
河
原
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
逆
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
オ
ン
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
み
た
い
な
こ
と
を
や
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
立
地
を
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
つ
重

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
が
増
え
て
く
る
と
、
お
互
い
に
わ
か
っ
た
人
が
ど
ん

ど
ん
で
き
て
き
て
、
あ
る
意
味
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
卵
み
た
い
な
人
材
が
増
え
て
く
る
。

　

そ
れ
か
ら
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
、
人
が
組
織
を
越
え
て
ど
ん
ど
ん
流
動
し
て
い
く
。
大
学
を

辞
め
て
企
業
に
入
る
と
か
、
企
業
を
辞
め
て
大
学
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
く
る
と
、
流
動
化
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
い
の
か
ど
う
か
は
実
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
蓄
積
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
い
い
面
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
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味
で
い
う
と
、
ク
ロ
ス
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
や
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
型
と
い
う
か
、
ま
さ
し
く
松
本
さ
ん

は
そ
れ
を
具
現
化
さ
れ
て
い
る
。
企
業
に
い
な
が
ら
大
学
で
授
業
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
要

は
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
人
材
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
方
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
と
、
日
本
型
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
一
つ
の
大
き
な
話
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
１
対
１
で
は
な
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
め
役

と
い
う
話
。
日
本
で
は
歴
史
的
に
役
所
や
公
的
機
関
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
日
本
も
先
進
国
に

な
っ
て
、
民
間
企
業
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
て
い
く
。
デ
フ
ァ
ク

ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
み
た
い
な
形
で
す
。
そ
れ
を
や
る
の
は
、
企
業
戦
略
と
直
結
し
た
と
こ
ろ
で
構
想
力

と
い
う
か
考
え
ら
れ
る
人
。
か
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
内
だ
け
で
は
な
く
て
国
際
的
に
も
必
要
に
な
り
、

全
部
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
非
常
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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01　

農
業
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
実
現
─
真
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
目
指
し
て
（
２
０
０
９
年
５
月
25
日
開
催
）

　

08　

日
本
の
経
済
産
業
成
長
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
向
上
の
あ
り
方
（
２
０
１
０
年
11
月
10
日
開
催
）

　

13　

戸
別
所
得
補
償
制
度
─
農
業
強
化
と
貿
易
自
由
化
の
「
両
立
」
を
目
指
し
て
（
２
０
１
１
年
２
月
３
日
開
催
）

　

25　

企
業
の
成
長
と
外
部
連
携
─
中
堅
企
業
か
ら
見
た
生
き
た
事
例
（
２
０
１
２
年
２
月
29
日
開
催
）

　

27　

日
本
農
業
再
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
と
農
業
改
革
（
２
０
１
２
年
４
月
10
日
開
催
）

　

38　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
実
態
と
防
衛
（
２
０
１
３
年
４
月
11
日
開
催
）

　

49　

森
林
大
国
日
本
の
活
路
（
２
０
１
４
年
10
月
30
日
開
催
）

　

50　

日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
（
２
０
１
５
年
４
月
27
日
開
催
）

　

51　

新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
求
め
て
（
２
０
１
５
年
６
月
３
日
開
催
）

　

52　

研
究
開
発
体
制
の
革
新
に
向
け
て
─
大
学
改
革
を
中
心
に
（
２
０
１
５
年
６
月
15
日
開
催
）

　

53　

日
本
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
（
２
０
１
５
年
10
月
15
日
開
催
）

　

 

21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
は
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.21ppi.org/pocket/index.htm
l

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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ポ
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京
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